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一
　
は
じ
め
に

二
　
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
協
定
を
め
ぐ
る
ソ
連
の
孤
立

　
㈠
　
ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
そ
の
蹉
跌 

　
㈡
　「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

三
　「
パ
ラ
レ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
容
認

　
㈠
　
欧
州
議
会
代
表
団
に
よ
る
ソ
連
訪
問

　
㈡
　
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
内
の
政
策
の
不
一
致

四
　
専
門
家
会
合
の
開
始

　
㈠
　
組
織
間
合
意
へ
の
模
索

　
㈡
　
コ
メ
コ
ン
の
硬
直
的
な
交
渉
姿
勢

五
　「
領
土
条
項
」
を
め
ぐ
る
交
渉
の
停
滞

　
㈠
　
西
ド
イ
ツ
と
の
対
話
の
模
索

　
㈡
　
西
ベ
ル
リ
ン
の
経
済
的
承
認
？

六
　
お
わ
り
に
 

堀
　
　
田
　
　
　
　
　
主

Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
共
同
宣
言
を
め
ぐ
る

　
東
西
交
渉
、
一
九
八
五
―
一
九
八
八
年

―
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
中
心
に

―
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一
　
は
じ
め
に

　
一
九
八
八
年
六
月
二
五
日
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
お
い
て
欧
州
共
同
体
（European Com

m
unity: EC

）
と
経
済
相
互
援
助
会
議
（
コ
メ

コ
ン
）
が
、
公
式
関
係
の
確
立
に
関
す
る
共
同
宣
言
に
署
名
し
た
。
こ
の
合
意
に
よ
っ
て
、
冷
戦
下
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
二
つ
の
異
な
る
経

済
体
制
を
展
開
す
る
両
組
織
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
範
囲
内
に
あ
り
、
共
通
の
利
害
が
あ
る
分
野
に
お
け
る
協
力
」
を
約
束
す
る
こ
と

に
な
っ（
1
）た。

加
え
て
、
こ
の
共
同
宣
言
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
西
欧
諸
国
に
お
け
る
統
合
プ
ロ
セ
ス
に
一
貫
し
て
適
用
さ
れ
て
い
た
、

ソ
連
の
非
承
認
政
策
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
点
で
注
目
に
値
す
る
。
Ｅ
Ｃ
に
関
し
て
、
ソ
連
は
北
大
西
洋
条
約
機
構
（N

orth Atlantic 

Treaty O
rganisation: N

ATO

）
の
経
済
基
盤
と
し
て
、
そ
の
存
在
を
独
占
的
な
資
本
主
義
を
強
化
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
主
権
を
損
な

う
も
の
と
捉
え
続
け
た
。
し
か
し
、
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
（M

ikhail G
orbachev

）
が
指
導
者
と
な
っ
た
後
の
ソ
連
は
冷
戦
的
思

考
か
ら
脱
し
、
衰
退
す
る
ソ
連
経
済
に
対
す
る
現
実
的
な
調
整
と
し
て
、
そ
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
を
転
換
さ
せ
た
の
で
あ（
2
）る。

　
Ｅ
Ｃ
と
コ
メ
コ
ン
の
関
係
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
一
九
七
〇
年
代
に
見
ら
れ
る
展
開
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
一
九
七
五
年
の
欧
州
安
全
保
障
協
力
会
議
（Conference on Security and Cooperation in Europe: CSCE

）
に
象
徴
さ
れ
る

デ
タ
ン
ト
の
成
立
が
あ
る
。
東
西
三
五
カ
国
が
参
加
す
る
多
国
間
交
渉
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
安
全
保
障
や
人
権
問
題
に
加
え
て
、
経
済
協
力

を
そ
の
柱
の
一
つ
と
し
て
い
た
。
こ
の
冷
戦
の
力
学
や
、
西
欧
諸
国
に
お
け
る
統
合
の
進
展
な
ど
を
背
景
に
、
従
来
の
研
究
の
多
く
は
、

一
九
七
〇
年
代
に
実
践
さ
れ
た
経
済
面
で
の
東
西
関
係
の
改
善
を
強
調
し
て
い（
3
）る。

し
か
し
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
交
渉
は
、
一
九
八
五

年
三
月
に
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
ソ
連
共
産
党
書
記
長
に
就
任
し
、
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
明
確
な
変
化
が
生
ま
れ
た
後

の
段
階
に
お
い
て
実
質
的
に
進
展
し
た
。
そ
の
た
め
、
共
同
宣
言
と
い
う
形
で
合
意
へ
と
至
る
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
東
西
交
渉
の
過
程

を
、
一
次
史
料
に
基
づ
き
実
証
的
に
解
明
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ（
4
）る。
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他
方
で
、
近
年
の
国
際
関
係
史
研
究
に
お
い
て
は
、
冷
戦
終
結
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
経
済
の
次
元
か
ら
捉
え
直
す
研
究
が
生
ま
れ
つ
つ

あ
る
。
当
該
時
期
の
東
西
交
渉
を
主
に
西
側
の
視
点
か
ら
分
析
し
た
研
究
は
、
単
一
欧
州
議
定
書
や
欧
州
政
治
協
力
、
欧
州
議
会
な
ど
の

役
割
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
が
ソ
連
や
東
欧
諸
国
に
与
え
た
影
響
を
包
括
的
に
解
明
し
て
い（
5
）る。
ま
た
、
ソ
連
・
東
欧
関
係
史
の
文
脈
に
お

い
て
は
、
ソ
連
の
史
料
に
加
え
て
複
数
の
東
欧
諸
国
の
公
文
書
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
主
に
コ
メ
コ
ン
改
革
を
め
ぐ
る
交
渉
過
程
な
ど
が

明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ（
6
）る。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
交
渉
の
過
程
に
関
し
て
、
特
に
ソ
連
の
視
座

を
含
め
る
形
で
の
実
証
的
な
分
析
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
以
上
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
は
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
公
式
関
係
の
確
立
へ
と
至
る
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
東
西
交
渉

が
い
か
に
し
て
展
開
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
解
明
す
る
。
そ
の
際
に
、
交
渉
の
推
進
者
と
な
っ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に

着
目
し
、
こ
の
人
物
が
ソ
連
国
内
外
に
お
い
て
い
か
な
る
論
理
を
展
開
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
う
。
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
八

八
年
に
か
け
て
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
は
、
代
表
者
同
士
に
よ
る
書
簡
の
や
り
取
り
と
、
欧
州
議
会
と
ソ
連
最
高
会
議

の
接
触
と
い
う
二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
並
行
す
る
形
で
存
在
し
て
い
た
。
異
な
る
次
元
に
お
い
て
議
論
の
進
展
が
模
索
さ
れ
る
な
か
で
、

本
稿
が
検
討
す
る
東
西
交
渉
の
過
程
は
、
Ｅ
Ｃ
と
東
欧
諸
国
の
双
方
に
よ
る
二
国
間
協
定
へ
の
要
求
と
、
西
ベ
ル
リ
ン
を
め
ぐ
る
「
領
土

条
項
（territorial clause

）」
と
い
う
二
つ
の
争
点
に
、
ソ
連
が
対
応
を
迫
ら
れ
た
点
を
明
ら
か
に
し
て
い（
7
）る。

Ｅ
Ｃ
と
各
コ
メ
コ
ン
加
盟

国
の
二
国
間
関
係
に
関
し
て
は
、「
新
思
考
」
の
原
則
に
基
づ
く
形
で
、
ソ
連
指
導
部
は
比
較
的
早
期
に
方
針
を
転
換
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
西
ベ
ル
リ
ン
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
冷
戦
構
造
に
直
接
的
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
交
渉
は
混
迷
を
極
め
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
重
視
し
た
も
の
は
、
西
ド
イ
ツ
と
の
二
国
間
関
係
の
進
展
で
あ
っ
た
。
一
九
八
五
年
か
ら
一
九

八
八
年
に
か
け
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ー
ル
（H

elm
ut Kohl

）
西
独
首
相
の
個
人
間
の
対
立
や
、
米
国
に
よ
る
西
ド
イ

ツ
へ
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
と
い
っ
た
状
況
が
重
な
り
、
ソ
連
に
と
っ
て
西
ド
イ
ツ
と
の
関
係
は
、
英
国
や
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
と
比
較
し
て

相
対
的
に
停
滞
し
た
状
態
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
対
米
関
係
の
硬
直
化
に
伴
い
、
西
欧
諸
国
を
外
交
上
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
再
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評
価
し
た
ソ
連
指
導
部
は
、
コ
ー
ル
率
い
る
西
ド
イ
ツ
政
府
と
向
き
合
う
必
要
性
に
直
面
し
た
。
そ
こ
に
重
な
る
よ
う
に
、
一
九
八
八
年

一
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
西
ド
イ
ツ
が
Ｅ
Ｃ
議
長
国
を
務
め
る
時
期
が
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
そ
れ
を
両
国
間
の
関
係

改
善
に
向
け
た
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
そ
の
期
間
内
に
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
交
渉
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を
追
求
し
た
。
つ
ま
り
、
当
初

は
東
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
的
接
近
を
象
徴
す
る
政
策
で
あ
っ
た
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
交
渉
の
再
開
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
、
次
第
に
ソ
連
・
西
ド
イ
ツ
間
の
和
解
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
重
要
な
一
幕
と
し
て
の
側
面
を
兼
ね
備
え
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

　
最
後
に
、
本
稿
が
用
い
る
一
時
史
料
に
関
し
て
付
言
す
る
。
本
稿
は
、
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
で
あ
っ
た
英
国
の
国
立
公
文
書
館
や
、
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
の
欧
州
連
合
歴
史
文
書
館
所
蔵
の
未
公
刊
史
料
を
主
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
公
式
関
係
の
確
立
を
め
ぐ
る
東
西
交
渉
の
過
程
を
解
明

し
て
い
る
。
ま
た
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
東
西
交
渉
に
お
い
て
発
揮
し
た
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
分
析
す
る
た
め
に
、
モ
ス
ク
ワ
の
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
財
団
に
よ
る
刊
行
史
料
な
ど
を
参
照
し
、
そ
の
ソ
連
国
内
外
に
お
け
る
言
説
の
変
遷
を
辿
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
用
い
る

こ
と
で
、
本
稿
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
交
渉
を
、
東
西
双
方
の
視
座
か
ら
多
角
的
に
検
討
す
る
。

二
　
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
協
定
を
め
ぐ
る
ソ
連
の
孤
立

㈠
　
ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
そ
の
蹉
跌

　
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
協
定
を
目
的
と
し
た
最
初
の
東
西
交
渉
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
直
接
的
な
契
機
の
一
つ
は
、

一
九
七
二
年
三
月
二
〇
日
に
、
当
時
の
ソ
連
共
産
党
書
記
長
で
あ
る
レ
オ
ニ
ー
ド
・
ブ
レ
ジ
ネ
フ
（Leonid Brezhnev

）
が
行
っ
た
演
説

で
あ
る
。
統
合
プ
ロ
セ
ス
の
進
展
に
伴
い
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
た
共
同
市
場
を
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
現
し
た
現
実
」
と
指
摘
し
た
ブ
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レ
ジ
ネ
フ
は
、
ソ
連
が
そ
の
「
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
明
言
し（
8
）た。
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
政
府
は
こ
の
演
説
を
、
経
済
面
に
お
け
る

ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
の
根
本
的
な
転
換
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
た
。
し
か
し
、
ソ
連
が
こ
の
発
表
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｃ
を
公
式

に
承
認
す
る
と
い
う
方
向
へ
舵
を
切
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
真
の
狙
い
は
、
当
時
の
西
ド
イ
ツ
に
お

い
て
批
准
が
不
透
明
で
あ
っ
た
、
モ
ス
ク
ワ
条
約
へ
の
支
持
を
西
側
に
お
い
て
得
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ（
9
）る。

　
統
合
の
深
化
を
続
け
る
Ｅ
Ｃ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
内
で
は
大
き
な
意
見
の
相
違
が
見
ら
れ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ル
ー
マ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
と
い
っ
た
輸
出
志
向
の
強
い
東
欧
諸
国
で
は
、
当
時
の
経
済
状
況
に
対
す
る
深
い
懸

念
が
あ
っ
た
。
共
通
農
業
政
策
（Com

m
on Agricultural Policy: CAP

）
に
端
を
発
す
る
Ｅ
Ｃ
の
保
護
主
義
的
措
置
に
対
応
す
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
国
々
は
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
の
段
階
に
お
い
て
、
す
で
に
Ｅ
Ｃ
と
の
間
で
特
定
の
農
産
物
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
い
た
。

加
え
て
、
こ
れ
ら
の
東
欧
諸
国
は
関
税
お
よ
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
（G

eneral Agreem
ent on Tariffs and Trade: G

ATT

）
へ
の
加

盟
交
渉
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
文
脈
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
の
権
限
は
事
実
上
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
統
合
の
進
展
は
、
ソ
連
に
よ
る
Ｅ
Ｃ
の
非
承
認
と
い
う
方
針
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
り
現
実
的
な
政
策
を
東
欧
諸
国
に
採
ら
せ
る
一
つ

の
要
因
と
な
っ
て
い
）
10
（
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
ソ
連
は
Ｅ
Ｃ
と
の
関
係
改
善
に
後
ろ
向
き
の
姿
勢
を
維
持
し
て
い
た
。
Ｅ
Ｃ
が
主
に
農
作
物
に
対
し
て
関
税
や
輸
入
割

当
て
等
の
措
置
を
適
用
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ソ
連
の
輸
出
の
大
部
分
は
石
油
や
天
然
ガ
ス
、
そ
の
他
の
原
材
料
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

Ｅ
Ｃ
の
保
護
主
義
的
な
政
策
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
東
欧
の
国
々
と
は
異
な
り
、
ソ
連
が
従
来
の
方
針
を
変
え
る
だ
け
の
状
況
は
、
少

な
く
と
も
外
在
的
に
は
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ソ
連
の
対
応
に
追
随
し
た
の
が
、
東
ド
イ
ツ
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
あ
っ
た
。

西
ド
イ
ツ
を
経
由
す
る
形
で
一
定
程
度
Ｅ
Ｃ
の
恩
恵
を
享
受
し
て
い
た
東
ド
イ
ツ
は
、
現
状
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
自
国
の
存
立
の
た

め
に
西
側
諸
国
の
浸
透
に
抵
抗
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
も
同
様
に
、「
意
外
に
も
忠
実
な
」
形
で
ソ
連
と
同
様
の
姿
勢

を
示
し
）
11
（

た
。
こ
れ
ら
の
国
々
に
支
持
さ
れ
る
形
で
、
ソ
連
は
従
来
の
方
針
を
変
え
て
Ｅ
Ｃ
を
承
認
す
る
と
い
っ
た
譲
歩
を
行
う
こ
と
を
拒
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否
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
ソ
連
が
採
用
し
た
方
針
は
、
Ｅ
Ｃ
と
コ
メ
コ
ン
の
組
織
間
で
包
括
的
な
協
定
を
結
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
七
四
年
四

月
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
政
治
諮
問
委
員
会
に
お
い
て
、
東
欧
の
指
導
者
た
ち
に
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
に
お
け
る
公

式
関
係
の
確
立
を
求
め
る
決
定
を
伝
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
コ
メ
コ
ン
の
関
係
機
関
は
、
Ｅ
Ｃ
と
の
協
定
に
関
す
る
具
体
案
を
作
成
す

る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
）
12
（

た
。
ソ
連
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
二
つ
の
経
済
組
織
間
の
関
係
発
展
を
提
唱
す
る
と
同
時
に
、
Ｅ
Ｃ
と
個
々
の

コ
メ
コ
ン
加
盟
国
の
二
国
間
で
の
貿
易
・
経
済
関
係
が
進
展
す
る
可
能
性
を
排
除
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
）
13
（
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
Ｅ
Ｃ
側
は
、
ソ
連
に
よ
る
東
欧
へ
の
経
済
的
支
配
の
度
合
い
を
薄
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
一
九
七
四
年
一
一
月
、
欧

州
委
員
会
は
す
べ
て
の
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
に
書
簡
を
送
り
、
ソ
連
が
望
む
コ
メ
コ
ン
と
の
組
織
間
合
意
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
と
の

二
国
間
で
の
貿
易
交
渉
を
申
し
入
れ
た
。
当
時
進
め
ら
れ
て
い
た
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
共
通
通
商
政
策
（Com

m
on Com

m
ercial Policy: CCP

）

の
実
施
は
、
共
同
市
場
の
完
成
過
程
の
一
部
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
東
欧
諸
国
へ
の
適
用
に
よ
っ
て
コ
メ
コ
ン
側
に
圧
力
を
か
け
る
と

い
う
政
治
的
な
意
味
合
い
も
帯
び
て
い
た
の
で
あ
）
14
（

る
。

　
Ｅ
Ｃ
を
承
認
し
な
い
と
い
う
コ
メ
コ
ン
と
し
て
の
公
式
見
解
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
欧
諸
国
は
ソ
連
と
異
な
る
独
自
の
行
動
を
起
こ
し

た
。
農
作
物
や
繊
維
製
品
、
鉄
鋼
産
業
と
い
っ
た
部
門
ご
と
の
非
公
式
協
定
が
、
Ｅ
Ｃ
と
の
間
で
次
々
と
結
ば
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
）
15
（

る
。

そ
の
な
か
で
も
、
最
も
独
立
し
た
外
交
政
策
を
展
開
し
た
の
が
ル
ー
マ
ニ
ア
で
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｃ
と
の
二
国
間
関
係
を
強
化
す
る
た
め
に
、

ル
ー
マ
ニ
ア
は
Ｅ
Ｃ
の
申
し
出
に
好
意
的
に
反
応
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
〇
年
七
月
に
調
印
さ
れ
た
工
業
製
品
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
・

ル
ー
マ
ニ
ア
間
の
貿
易
協
定
は
、
Ｅ
Ｃ
と
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
間
の
協
定
と
し
て
は
史
上
も
っ
と
も
包
括
的
な
合
意
と
な
っ
）
16
（

た
。

　
こ
の
よ
う
な
東
欧
諸
国
の
動
き
と
は
対
照
的
に
、
ソ
連
は
Ｅ
Ｃ
の
方
針
に
対
し
て
消
極
的
な
態
度
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
ソ
連
が
発
案
し

た
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
協
定
を
目
的
と
し
た
交
渉
は
一
九
七
三
年
に
開
始
さ
れ
た
。
東
西
間
で
明
確
に
立
場
の
隔
た
り
が
あ
る
な
か
で
、

議
論
の
争
点
は
、
Ｅ
Ｃ
と
コ
メ
コ
ン
の
制
度
的
な
相
違
に
移
行
し
た
。
Ｅ
Ｃ
と
は
異
な
り
、
コ
メ
コ
ン
の
加
盟
国
は
主
権
を
一
切
放
棄
し
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て
お
ら
ず
、
そ
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
組
織
と
し
て
の
条
約
制
定
権
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
）
17
（
る
。
加
え
て
、
Ｅ
Ｃ

が
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
と
の
二
国
間
協
定
に
お
い
て
、
西
ベ
ル
リ
ン
へ
の
ロ
ー
マ
条
約
適
用
に
関
す
る
「
領
土
条
項
」
の
盛
り
込
み
を
行
っ

た
こ
と
も
、
ソ
連
に
と
っ
て
は
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
部
門
ご
と
に
交
渉
さ
れ
た
東
欧
諸
国
と
の
合
意
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

国
々
が
西
ベ
ル
リ
ン
を
理
由
に
協
定
締
結
を
拒
否
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
ソ
連
は
、
Ｅ
Ｃ
が
こ
の
点
に
お
い
て
譲
歩
す
る
意
思

が
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
と
、
組
織
間
交
渉
と
並
行
す
る
形
で
行
っ
て
い
た
Ｅ
Ｃ
と
の
二
国
間
協
議
の
打
ち
切
り
を
決
定
し
）
18
（

た
。
こ
の
よ

う
な
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
制
度
的
非
対
称
性
と
、
西
ベ
ル
リ
ン
を
め
ぐ
る
冷
戦
構
造
の
影
響
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
両
組
織
間
の
交
渉
は
、

一
九
八
一
年
四
月
に
Ｅ
Ｃ
側
か
ら
送
ら
れ
た
書
簡
を
最
後
に
停
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
の
緊
迫
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情

勢
の
も
と
で
、
公
式
関
係
の
確
立
を
目
指
す
東
西
交
渉
は
、
停
滞
の
様
相
を
呈
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
）
19
（
る
。

㈡
　「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

　
一
九
八
五
年
三
月
一
一
日
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
ソ
連
の
新
た
な
指
導
者
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
停
止
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
関

交
渉
が
再
び
動
き
始
め
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ソ
連
共
産
党
書
記
長
に
就
任
し
た
当
初
か
ら
、
西
欧
諸
国
と
東
欧
諸
国
の
双
方
に
対
し
て
、

自
国
と
の
結
び
付
き
を
強
化
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
た
。
そ
の
大
ま
か
な
輪
郭
は
、
四
月
二
三
日
に
行
わ
れ
た
中
央
委
員
会
総
会
で
の
報

告
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
当
時
の
国
際
情
勢
に
お
い
て
緊
張
状
態
が
激
化
し
て
い
る
原
因
が
「
米
国
の
支
配

層
」
に
あ
る
と
批
判
し
た
。
そ
の
一
方
で
、「
資
本
主
義
諸
国
と
の
正
常
で
平
等
な
関
係
の
発
展
」
を
提
唱
す
る
こ
と
が
ソ
連
の
信
念
で

あ
る
と
述
べ
た
う
え
で
、
西
欧
諸
国
を
含
む
西
側
諸
国
と
の
「
広
範
で
多
面
的
な
互
恵
協
力
に
賛
成
」
で
あ
る
と
表
明
し
た
。
ま
た
、
東

欧
諸
国
に
関
し
て
は
「
政
治
、
経
済
、
思
想
、
防
衛
な
ど
の
分
野
で
緊
密
な
協
力
」
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
示
さ
れ
）
20
（
た
。

　
そ
の
方
針
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
た
政
策
の
一
つ
が
、
コ
メ
コ
ン
の
枠
組
み
に
よ
る
東
側
陣
営
内
で
の
経
済
統
合
の
進
展
で
あ
っ
）
21
（

た
。

東
欧
諸
国
が
社
会
主
義
経
済
か
ら
離
反
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
と
っ
て
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
と
な
っ
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て
い
た
。
し
か
し
、
多
く
の
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
は
、
コ
メ
コ
ン
に
主
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
否
定
的
な
反
応
を
示
し
続
け
た
。

西
側
経
済
へ
の
接
近
を
試
み
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
そ
し
て
ソ
連
の
方
針
に
公
然
と
反
対
す
る
ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
、
東
欧
の
そ

れ
ぞ
れ
の
国
家
が
追
求
す
る
路
線
の
相
違
は
、
東
側
陣
営
内
に
広
が
る
大
き
な
溝
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
）
22
（
た
。

　
東
欧
諸
国
に
対
し
て
は
従
来
の
立
場
を
大
筋
に
お
い
て
継
承
す
る
一
方
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
Ｅ
Ｃ
に
対
す
る
ソ
連
の
態
度
を
大
き

く
変
更
し
た
。
五
月
二
九
日
、
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
た
イ
タ
リ
ア
首
相
の
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ノ
・
ク
ラ
ク
シ
（Bettino Craxi

）
に
対
し
て
、

そ
の
意
思
が
直
接
伝
え
ら
れ
た
。
こ
こ
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
非
常
に
多
く
の
多
国
間
組
織
が
存
在
す
る
大
陸
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
重
要
な
経
験
を
蓄
積
し
、
世
界
経
済
と
国
際
政
治
の
両
方
で
特
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
そ
の
際
た
る
も

の
と
し
て
Ｅ
Ｃ
と
コ
メ
コ
ン
の
名
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
組
織
の
間
で
「
相
互
に
有
利
な
関
係
を
確
立
す
る
時
期
」
が
来
て

い
る
と
強
調
し
た
う
え
で
、「
欧
州
経
済
共
同
体
（European Econom

ic Com
m
unity: EEC

）
の
国
々
が
政
治
的
な
単
位
と
し
て
行
動
す

る
限
り
に
お
い
て
、
我
々
は
、
特
に
特
定
の
国
際
問
題
に
関
し
て
、
彼
ら
と
共
通
の
表
現
方
法
を
模
索
す
る
用
意
が
あ
る
」
と
表
明
し
た

の
で
あ
）
23
（

る
。

　
同
様
の
発
言
は
、
第
一
外
務
次
官
の
ゲ
オ
ル
ギ
ー
・
コ
ル
ニ
エ
ン
コ
（G

eorgi Kornienko

）
か
ら
も
行
わ
れ
た
。
六
月
七
日
、
モ
ス
ク

ワ
の
イ
タ
リ
ア
大
使
館
で
開
催
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
大
使
ら
と
の
昼
食
会
に
お
い
て
、
コ
ル
ニ
エ
ン
コ
は
「
欧
州
経
済
共
同
体
や
政
治

協
力
の
歴
史
や
手
続
き
を
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
ソ
連
は
「（
Ｅ
Ｃ
が
）
現
実
で
あ
り
政
治
的
実
態
で
あ
る
こ
と
を
受
け

入
れ
る
」
と
表
明
し
た
。
こ
の
文
脈
で
コ
ル
ニ
エ
ン
コ
は
、
在
ベ
ル
ギ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
が
、
欧
州
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
ジ
ャ
ッ

ク
・
ド
ロ
ー
ル
（Jacques D

elors

）
と
の
面
会
を
要
請
し
て
一
〇
日
以
上
経
過
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
返
答
が
な
い
理
由
を
尋

ね
）
24
（
た
。
Ｅ
Ｃ
側
か
ら
の
明
確
な
説
明
は
な
か
っ
た
が
、
コ
ル
ニ
エ
ン
コ
は
、「
こ
の
遅
れ
は
政
治
的
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
手
続
き
的
な

も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
十
分
理
解
で
き
る
」
と
述
べ
）
25
（

た
。

　
一
連
の
ソ
連
側
の
発
言
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
六
月
一
四
日
、
在
ベ
ル
ギ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
が
、
欧
州
委
員
会
の
ド
ロ
ー
ル
委
員
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長
宛
の
、
コ
メ
コ
ン
事
務
総
長
の
ヴ
ャ
チ
ェ
ス
ラ
フ
・
シ
チ
ョ
フ
（Vyacheslav Sychev

）
か
ら
の
書
簡
を
Ｅ
Ｃ
側
へ
手
渡
し
た
。
シ

チ
ョ
フ
は
ま
ず
、
一
九
八
五
年
当
時
の
国
際
情
勢
に
鑑
み
て
、
約
十
年
前
に
署
名
さ
れ
た
「
欧
州
安
全
保
障
協
力
会
議
の
（
ヘ
ル
シ
ン

キ
）
最
終
議
定
書
」
の
意
義
を
指
摘
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
協
力
関
係
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
で
「
会
談
を
開
く
こ

と
が
有
用
と
な
る
」
と
強
調
し
た
。
コ
メ
コ
ン
側
は
、
こ
の
会
談
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
「
公
式
関
係
の
確
立
を
規
定
す
る
、

共
同
宣
言
の
よ
う
な
一
般
的
な
性
質
の
文
書
に
署
名
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
シ
チ
ョ
フ
は
書
簡
の
最
後
に
、

「
こ
の
よ
う
な
会
談
の
た
め
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
代
表
団
を
指
名
し
、
双
方
が
許
容
で
き
る
時
期
に
モ
ス
ク
ワ
で
会
談
を
開
始
す
る
用
意
が

あ
る
」
と
締
め
く
く
っ
）
26
（

た
。
こ
こ
で
の
コ
メ
コ
ン
事
務
総
長
の
論
理
は
、
Ｅ
Ｃ
と
の
具
体
的
な
経
済
・
貿
易
関
係
の
拡
大
で
は
な
く
、
将

来
の
協
力
に
向
け
た
基
礎
と
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
組
織
間
の
公
式
関
係
の
確
立
を
追
求
す
る
方
針
を
示
し
て
い
た
。

　
こ
の
コ
メ
コ
ン
か
ら
の
書
簡
に
関
し
て
、
Ｅ
Ｃ
内
で
は
そ
の
内
容
よ
り
も
、
形
式
の
方
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
コ
メ
コ
ン
の
事
務
総
長

が
欧
州
委
員
会
の
ト
ッ
プ
に
書
簡
を
送
る
と
い
う
行
為
自
体
が
、
そ
も
そ
も
前
例
の
な
い
事
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
の
書
簡

の
内
容
の
抽
象
さ
ゆ
え
に
、
背
後
に
あ
る
ソ
連
の
真
意
を
探
る
こ
と
が
Ｅ
Ｃ
内
で
の
議
論
の
対
象
と
な
っ
）
27
（

た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
、

シ
チ
ョ
フ
か
ら
の
書
簡
が
届
け
ら
れ
た
翌
日
と
な
る
、
六
月
一
五
日
に
プ
ラ
ウ
ダ
紙
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
で
あ
る
。「
国
際
主
義
の
実

践
」
と
題
さ
れ
た
そ
の
論
考
は
、
コ
メ
コ
ン
が
Ｅ
Ｃ
と
の
間
で
協
定
を
結
ぶ
目
的
と
し
て
、「
搾
取
や
差
別
、
あ
る
い
は
政
治
的
圧
力
や

主
権
国
家
の
内
政
干
渉
の
道
具
と
し
て
経
済
的
手
段
を
用
い
る
こ
と
を
排
除
し
、
す
べ
て
の
国
家
間
の
結
び
つ
き
を
確
立
す
る
こ
と
」
を

挙
げ
て
い
）
28
（

た
。
つ
ま
り
、
シ
チ
ョ
フ
の
書
簡
が
ヘ
ル
シ
ン
キ
最
終
議
定
書
へ
の
言
及
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
に
、
ソ
連
は
東
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

間
に
包
括
的
な
協
定
を
結
ぶ
意
義
を
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
具
体
的
な
経
済
的
利
益
で
は
な
く
、
政
治
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
側

面
に
置
い
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
ク
ラ
ク
シ
の
会
談
以
降
に
見
ら
れ
た
ソ
連
の
一
連
の
動
き
を
踏
ま
え
て
、
Ｅ
Ｃ
側
で
は
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
が
行
っ
た
発
言
の
内
容
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
に
駐
在
す
る
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
大
使
た
ち
は
、
ソ
連
の
Ｅ
Ｃ
に
対
す
る
関
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心
が
示
さ
れ
た
五
月
二
九
日
の
発
言
を
「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
と
名
付
け
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
導
か

れ
る
ソ
連
・
Ｅ
Ｃ
間
の
意
識
の
相
違
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
論
と
し
て
、
ソ
連
は
コ
メ
コ
ン
が
Ｅ
Ｃ
と
同
様
の
性
質
と
機
能
を
持
つ
と
い

う
印
象
を
与
え
た
い
と
考
え
て
い
る
一
方
で
、
Ｅ
Ｃ
の
主
な
関
心
は
、
コ
メ
コ
ン
に
加
盟
す
る
東
欧
諸
国
と
の
二
国
間
関
係
を
進
展
さ
せ

る
こ
と
に
あ
る
点
が
確
認
さ
れ
）
29
（
た
。

　
東
西
間
で
明
確
に
異
な
る
動
機
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
な
が
ら
も
、
公
式
関
係
の
確
立
を
求
め
る
コ
メ
コ
ン
側
の
提
案
に
対
し
て
、

Ｅ
Ｃ
内
で
も
同
様
に
書
簡
に
よ
っ
て
返
答
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｃ
か
ら
の
返
答
は
ド
ロ
ー
ル
欧
州
委
員
会
委
員
長
で
は
な
く
、

ウ
ィ
リ
ー
・
ド
・
ク
レ
ル
ク
（W

illy D
e Clercq

）
対
外
関
係
担
当
委
員
を
差
出
人
と
す
る
形
で
送
ら
れ
た
。
七
月
二
九
日
付
で
送
ら
れ

た
そ
の
書
簡
は
、
Ｅ
Ｃ
側
に
も
同
様
に
「
対
話
を
再
開
し
、
追
求
す
る
意
思
」
が
あ
る
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
六
月
の
書
簡
で
言
及
さ

れ
た
コ
メ
コ
ン
の
宣
言
案
の
提
示
を
求
め
て
い
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
関
係
に
つ
い
て
い
か
な
る
枠
組
み
が
想
定
さ
れ
る
と

し
て
も
、
Ｅ
Ｃ
が
「
各
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
の
希
望
に
応
じ
て
実
施
ま
た
は
確
立
す
る
二
国
間
関
係
を
決
し
て
損
な
わ
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
」
こ
と
を
強
調
し
）
30
（
た
。
こ
こ
で
Ｅ
Ｃ
は
、
東
欧
諸
国
と
の
関
係
を
個
別
に
確
立
し
、
ソ
連
の
支
配
を
軽
減
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
と
同

時
に
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
公
式
関
係
の
確
立
に
よ
っ
て
、
ソ
連
が
コ
メ
コ
ン
に
さ
ら
な
る
正
統
性
を
与
え
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
表
明

し
た
の
で
あ
る
。

　
シ
チ
ョ
フ
か
ら
の
書
簡
は
九
月
二
六
日
付
で
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
共
同
宣
言
の
草
案
と
共
に
ク
レ
ル
ク
へ
送
付
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｃ
が

求
め
る
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
と
の
二
国
間
協
定
に
関
し
て
、
シ
チ
ョ
フ
は
「
両
組
織
間
の
協
力
関
係
の
発
展
」
が
、「
二
国
間
関
係
の
発
展

に
と
っ
て
よ
り
好
ま
し
い
条
件
を
生
み
出
す
」
と
述
べ
る
に
留
め
）
31
（

た
。
こ
こ
で
の
表
現
は
、
Ｅ
Ｃ
が
東
欧
諸
国
と
の
二
国
間
関
係
を
構
築

す
る
に
あ
た
り
、
コ
メ
コ
ン
側
は
西
側
の
意
向
を
汲
み
つ
つ
も
譲
歩
す
る
意
思
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
考
え
方
は
、
コ
メ
コ
ン
側
が
作
成
し
た
共
同
宣
言
案
に
お
い
て
、
よ
り
不
透
明
な
形
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
）
32
（

る
。

　
書
簡
の
往
復
に
よ
っ
て
、
公
式
関
係
の
確
立
を
目
指
す
コ
メ
コ
ン
の
目
的
、
お
よ
び
そ
の
背
後
に
あ
る
ソ
連
の
意
図
が
徐
々
に
明
ら
か
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と
な
る
な
か
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
自
身
に
と
っ
て
初
と
な
る
西
側
諸
国
へ
の
訪
問
を
利
用
し
、
新
た
な
方
針
を
提
示
す
る
こ
と
を
試
み

た
。
一
〇
月
三
日
、
パ
リ
を
訪
問
し
た
ソ
連
の
指
導
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
議
会
で
演
説
を
行
っ
た
。
そ
の
演
説
に
お
い
て
、
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
情
勢
は
、
東
西
間
の
経
済
的
な
結
び
つ
き
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
る
か
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
」

と
指
摘
し
、
Ｅ
Ｃ
と
コ
メ
コ
ン
の
間
に
「
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
な
関
係
を
確
立
す
る
こ
と
」
が
ソ
連
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
強
調
し

た
。
そ
の
う
え
で
、
Ｅ
Ｃ
と
の
間
で
「
共
通
認
識
を
求
め
る
用
意
」
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
「
欧
州
議
会
の
代
表
者
を
含
む
議
会
関
係
な

ど
、
様
々
な
形
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
）
33
（
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
発
言
を
契
機
と
し
て
、
シ
チ
ョ
フ
・
ク

レ
ル
ク
間
の
書
簡
の
往
復
に
加
え
て
、
ソ
連
最
高
会
議
と
欧
州
議
会
の
間
の
「
議
会
関
係
」
に
よ
る
プ
ロ
セ
ス
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
　「
パ
ラ
レ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
容
認

㈠
　
欧
州
議
会
代
表
団
に
よ
る
ソ
連
訪
問

　
Ｅ
Ｃ
と
コ
メ
コ
ン
の
組
織
間
合
意
が
目
指
さ
れ
る
な
か
で
、
コ
メ
コ
ン
の
経
済
的
欠
陥
と
相
互
関
与
の
欠
如
を
認
識
し
て
い
た
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
は
、
そ
の
改
革
に
関
し
て
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
。
一
九
八
五
年
一
一
月
二
六
日
の
政
治
局
会
議
に
お
い
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

は
コ
メ
コ
ン
内
の
統
合
の
問
題
を
提
起
し
た
。
当
時
の
コ
メ
コ
ン
の
状
況
に
関
し
て
、
ソ
連
の
指
導
者
は
、「
大
き
な
再
編
成
」
が
行
わ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
一
方
で
、
そ
れ
に
対
し
て
「
弱
体
化
を
望
む
声
」
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
東
欧
諸
国
が
ソ
連
と
異
な
る
姿
勢
を
示

し
、
コ
メ
コ
ン
改
革
を
否
定
す
る
声
ま
で
生
ま
れ
て
い
る
状
況
に
対
し
て
は
「
賛
成
で
き
な
い
」
と
の
意
思
が
表
明
さ
れ
）
34
（
た
。
そ
し
て
、

東
欧
諸
国
が
経
済
的
な
必
要
性
を
満
た
す
た
め
に
西
側
へ
目
を
向
け
る
こ
と
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ブ
ロ
ッ
ク
内
統
合

の
重
要
性
に
言
及
し
た
の
で
あ
）
35
（
る
。
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経
済
統
合
を
め
ぐ
っ
て
ソ
連
と
東
欧
諸
国
の
間
に
溝
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
パ
リ
で
言
及
し
た
、「
議
会
関

係
」
の
構
築
に
向
け
た
動
き
が
実
施
さ
れ
た
。
一
二
月
一
六
日
か
ら
二
三
日
に
か
け
て
、
欧
州
議
会
の
社
会
主
義
グ
ル
ー
プ
代
表
団
が
ソ

連
を
訪
問
し
た
。
そ
も
そ
も
一
九
八
五
年
当
時
に
お
い
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
強
く
見
ら
れ
た
西
欧
諸
国
の
社
会
主
義
政
党
に
対
す
る

ソ
連
の
否
定
的
な
態
度
は
既
に
解
消
さ
れ
て
お
り
、
一
九
七
二
年
以
降
に
は
制
度
化
さ
れ
た
結
び
つ
き
さ
え
存
在
し
て
い
）
36
（
た
。
そ
う
し
た

状
況
下
で
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
に
所
属
す
る
欧
州
議
会
議
員
が
中
心
と
な
り
、
ソ
連
へ
の
訪
問
が
準
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
欧
州
議
会
の
社
会
主
義
グ
ル
ー
プ
代
表
団
と
ソ
連
の
当
局
者
間
の
協
議
は
、
事
前
に
議
論
の
内
容
を
調
整
す
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
た
。

そ
こ
で
コ
メ
コ
ン
事
務
総
長
の
シ
チ
ョ
フ
は
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
に
公
式
関
係
を
確
立
す
る
こ
と
で
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
交
通
、
環
境
な

ど
具
体
的
な
分
野
で
の
協
力
の
基
礎
」
が
で
き
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
西
側
と
の
具
体
的
な
貿
易
に
関
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
貿
易
分
野
で
の
協
定
締
結
を
目
指
す
と
い
う
議
論
さ
え
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
シ
チ
ョ
フ
は
、
技
術
移
転
の
分
野
で
の

「
米
国
の
差
別
的
な
政
策
」
に
敵
対
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
強
調
し
）
37
（
た
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
米
国
の
方
針
を
批
判
す
る
一
方
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
接
近
を
試
み
る
と
い
う
当
時
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
用
い
て
い
た

レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
コ
メ
コ
ン
事
務
総
長
の
発
言
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
）
38
（
た
。
か
く
し
て
、
Ｅ
Ｃ
と
ソ
連
の
間
の
「
議
会
関
係
」
に
よ
る

プ
ロ
セ
ス
が
、
Ｅ
Ｃ
と
コ
メ
コ
ン
の
間
の
代
表
者
に
よ
る
書
簡
の
や
り
取
り
と
並
行
す
る
形
で
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
）
39
（

る
。

　
各
東
欧
諸
国
と
の
二
国
間
関
係
に
焦
点
を
当
て
る
Ｅ
Ｃ
と
、
あ
く
ま
で
東
西
の
組
織
間
で
の
合
意
を
求
め
る
コ
メ
コ
ン
の
間
で
、
議
論

は
平
行
線
を
辿
っ
て
い
た
。
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
る
交
渉
の
打
開
を
図
る
た
め
に
、
一
九
八
六
年
一
月
三
〇
日
、
Ｅ
Ｃ
は
共
同
宣
言
の
草

案
が
添
付
さ
れ
た
シ
チ
ョ
フ
の
書
簡
へ
の
返
答
を
行
う
と
同
時
に
、
ソ
連
を
含
む
（
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
加
盟
国
は
除
く
）
各
コ
メ
コ
ン
加
盟
国

の
外
相
宛
に
書
簡
を
送
付
し
た
。
こ
こ
で
Ｅ
Ｃ
は
、
組
織
間
の
接
触
を
継
続
す
る
意
思
を
見
せ
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
そ
の
目
的
は
個
別

の
東
側
諸
国
と
の
関
係
改
善
に
あ
る
こ
と
を
、
各
国
外
相
へ
の
書
簡
の
送
付
と
い
う
形
で
改
め
て
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ク
レ

ル
ク
が
シ
チ
ョ
フ
へ
宛
て
た
書
簡
に
お
い
て
は
、
組
織
間
交
渉
の
意
義
を
認
め
な
が
ら
、
各
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
と
の
関
係
を
優
先
す
る
旨
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が
強
調
さ
れ
）
40
（
た
。
そ
の
一
方
で
、
ソ
連
外
相
の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
シ
ェ
ワ
ル
ナ
ゼ
（Eduard Shevardnadze

）
を
含
む
各
国
外
相
へ
宛
て

ら
れ
た
書
簡
で
は
、
そ
こ
で
具
体
的
な
提
案
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
Ｅ
Ｃ
側
に
は
コ
メ
コ
ン
に
加
盟
す
る
各
国
家
と
の

間
で
協
議
を
行
う
用
意
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
）
41
（
た
。
シ
ェ
ワ
ル
ナ
ゼ
宛
の
書
簡
は
他
の
東
欧
諸
国
の
外
相
へ
送
ら
れ
た
も
の
と
同
一
の
内

容
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
Ｅ
Ｃ
は
、
東
欧
諸
国
の
み
で
は
な
く
、
ソ
連
と
の
関
係
も
同
様
に
進
展
さ
せ
る
と
い
う
意
思
を
示
し
た
の
で

あ
っ
た
。

　
Ｅ
Ｃ
は
、
ソ
連
が
求
め
る
コ
メ
コ
ン
と
の
組
織
間
交
渉
を
、
各
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
と
の
二
国
間
交
渉
と
同
時
に
行
う
方
針
を
明
確
に
し

て
い
た
。
そ
の
際
に
、
組
織
間
と
二
国
間
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
進
展
を
、
も
う
一
方
の
進
展
と
連
関
さ
せ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
と
い
う
立

場
が
、
各
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
外
相
へ
の
書
簡
の
送
付
と
い
う
形
で
提
示
さ
れ
た
。
こ
こ
で
採
用
さ
れ
た
方
針
を
、
Ｅ
Ｃ
内
で
は
「
パ
ラ
レ

ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
呼
称
し
、
東
西
交
渉
に
対
し
て
一
貫
し
て
慎
重
な
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
）
42
（
た
。
そ
し
て
、
こ
の
交
渉
の
行

方
は
、
ソ
連
が
Ｅ
Ｃ
の
「
パ
ラ
レ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
い
か
に
対
応
す
る
か
と
い
う
点
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

㈡
　
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
内
の
政
策
の
不
一
致

　
一
九
八
六
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
モ
ス
ク
ワ
で
は
ソ
連
共
産
党
第
二
七
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
東
西
関
係
の
改
善
を
追
求
す

る
ソ
連
指
導
部
は
、
こ
の
党
大
会
に
お
い
て
「
新
思
考
」
と
呼
ば
れ
る
原
則
を
採
択
し
た
。
ソ
連
に
お
け
る
一
連
の
政
治
的
・
経
済
的
な

変
化
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
ク
レ
ム
リ
ン
は
東
西
の
「
二
つ
の
陣
営
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
「
相
互
依
存
の
世
界
」
と
い
う
公
式
へ
と
、

そ
の
外
交
方
針
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
こ
と
を
表
明
し
）
43
（

た
。

　
そ
の
「
新
思
考
」
外
交
が
ま
ず
対
処
す
べ
き
問
題
の
一
つ
が
、
西
ド
イ
ツ
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
三
月
二
七
日
の
政
治
局
会
議
で
、
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
に
お
け
る
西
ド
イ
ツ
の
重
要
性
を
説
い
た
。
西
ド
イ
ツ
首
相
の
コ
ー
ル
と
の
直
接
対
話
に
関
し
て
は
、

両
者
の
間
の
相
互
不
信
が
大
き
く
作
用
し
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
そ
の
実
施
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ソ
連
の
指
導
者
は
、
西
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ド
イ
ツ
と
の
関
係
が
東
ド
イ
ツ
や
米
国
に
与
え
る
影
響
を
重
要
視
し
て
い
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
東
ド
イ
ツ
が
「
経
済
的
要
因
の
圧

力
」
に
よ
っ
て
西
ド
イ
ツ
に
接
近
す
る
可
能
性
を
危
惧
す
る
と
同
時
に
、
ソ
連
が
西
欧
諸
国
と
接
触
す
る
こ
と
で
米
国
が
「
す
ぐ
に
神
経

質
に
な
る
」
こ
と
へ
の
懸
念
を
表
明
し
た
。
こ
れ
ら
の
要
因
か
ら
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
西
ド
イ
ツ
と
の
関
係
を
「
冷
却
す
る
方
向
」
へ

進
み
す
ぎ
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
、
な
か
で
も
「
経
済
問
題
に
は
大
き
な
注
意
」
を
払
う
必
要
性
を
強
調
し
）
44
（
た
。

　
こ
う
し
た
変
化
を
反
映
す
る
形
で
、
コ
メ
コ
ン
は
、
各
東
欧
諸
国
と
の
関
係
の
深
化
を
求
め
る
Ｅ
Ｃ
の
動
き
を
容
認
す
る
方
向
へ
と
舵

を
切
っ
た
。
四
月
一
七
日
、
コ
メ
コ
ン
事
務
総
長
の
シ
チ
ョ
フ
は
、
同
年
一
月
末
に
ク
レ
ル
ク
が
送
付
し
た
書
簡
へ
の
返
答
を
伝
達
し
、

コ
メ
コ
ン
側
が
Ｅ
Ｃ
と
各
東
欧
諸
国
の
二
国
間
関
係
の
確
立
に
関
し
て
よ
り
寛
容
な
姿
勢
を
採
る
方
針
を
示
し
た
。
ま
た
、
共
同
宣
言
に

つ
い
て
議
論
す
る
た
め
に
、
シ
チ
ョ
フ
は
ク
レ
ル
ク
に
「
会
う
用
意
が
あ
る
」
こ
と
、
そ
し
て
「
一
九
八
六
年
六
月
に
、
モ
ス
ク
ワ
か
双

方
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
場
所
で
、
専
門
家
に
よ
る
準
備
協
議
を
行
う
」
こ
と
を
提
案
し
た
の
で
あ
）
45
（
る
。

　
Ｅ
Ｃ
の
「
パ
ラ
レ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
事
実
上
容
認
す
る
内
容
の
書
簡
が
送
付
さ
れ
た
後
、
一
九
八
六
年
五
月
に
入
る
と
、
ソ
連
と

東
欧
諸
国
の
外
相
か
ら
、
立
て
続
け
に
Ｅ
Ｃ
側
へ
の
返
答
が
送
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
書
簡
に
お
い
て
、
ソ
連
を
含
む
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
は
、

Ｅ
Ｃ
と
の
二
国
間
合
意
に
関
し
て
微
妙
に
異
な
る
態
度
を
示
し
た
。
ソ
連
外
相
の
シ
ェ
ワ
ル
ナ
ゼ
の
書
簡
は
、
五
月
二
二
日
付
で
ク
レ
ル

ク
へ
と
送
ら
れ
た
。
シ
ェ
ワ
ル
ナ
ゼ
は
、
ソ
連
・
Ｅ
Ｃ
関
係
の
正
常
化
を
、
コ
メ
コ
ン
と
の
組
織
間
合
意
が
締
結
さ
れ
た
後
に
望
む
旨
を

通
達
し
）
46
（
た
。
同
時
期
に
送
ら
れ
た
東
欧
諸
国
の
外
相
の
書
簡
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
ト
ー
ン
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
や
東
ド
イ
ツ
と
並
び
、
コ

メ
コ
ン
加
盟
国
の
中
で
最
も
消
極
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
対
照
的
に
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
Ｅ
Ｃ
と
の
関
係
構
築
に
積
極
的
な
姿
勢

を
示
し
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
な
ど
の
外
相
は
、
こ
れ
ら
の
書
簡
に
お
い
て
西
側
と
の
具
体
的
な
交

渉
に
入
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
）
47
（
た
。
つ
ま
り
、
ソ
連
を
筆
頭
に
す
る
形
で
、
コ
メ
コ
ン
内
で
Ｅ
Ｃ
に
対
す
る
政
策
に
不
一
致
が

存
在
す
る
こ
と
は
明
白
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
個
人
の
認
識
は
よ
り
柔
軟
な
も
の
で
あ
っ
た
。
五
月
二
三
日
、
ソ
連
外
務
省
に
お
い
て
演
説
を
行
っ
た
ゴ
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ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
Ｅ
Ｃ
に
対
す
る
「
独
断
的
な
立
場
か
ら
脱
却
」
す
る
こ
と
、
そ
し
て
「
こ
の
組
織
に
対
す
る
新
し
い
原
則
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
現
実
の
問
題
と
し
て
実
行
」
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
）
48
（

た
。
ソ
連
の
指
導
者
は
自
ら
、
対
Ｅ
Ｃ
関
係
に
お
け
る
改
革
の
必
要

性
を
、
自
国
の
外
交
官
に
認
識
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
懸
念
は
Ｅ
Ｃ
と
の
交
渉
そ
れ
自
体
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
ソ
連
の
追
求
す
る
コ
メ
コ
ン
の
枠
組
み
で
の

経
済
統
合
に
関
し
て
、
東
欧
諸
国
が
極
め
て
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
六
月
一
三
日
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
政
治
局
会
議

に
お
い
て
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
政
治
諮
問
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、

一
定
の
軍
事
的
統
合
が
進
行
し
て
い
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
枠
組
み
と
は
対
照
的
に
、
東
欧
諸
国
の
指
導
者
た
ち
が
コ
メ
コ
ン
内
で

は
あ
く
ま
で
二
国
間
協
定
を
好
み
、「
統
合
の
問
題
を
避
け
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
こ
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、

特
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
状
況
に
関
し
て
懸
念
を
示
し
た
。
西
側
諸
国
と
の
関
係
改
善
に
関
心
を
示
す
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
指
導
者
カ
ー
ダ
ー
ル
・

ヤ
ー
ノ
シ
ュ
（Kádár János

）
に
対
し
て
、
ソ
連
の
指
導
者
は
「
我
々
の
肩
に
寄
り
か
か
れ
、
そ
う
す
れ
ば
西
側
諸
国
と
よ
り
上
手
く

や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
」
と
提
案
し
）
49
（

た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
と
っ
て
は
、
依
然
と
し
て
、
コ
メ
コ
ン
の
枠
組
み
に
よ
る
経
済
統
合
こ
そ
が

東
欧
諸
国
と
の
関
係
に
お
け
る
優
先
す
べ
き
目
標
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　「
パ
ラ
レ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
容
認
す
る
姿
勢
を
示
し
た
ソ
連
お
よ
び
コ
メ
コ
ン
側
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｃ
は
共
同
宣
言
の
内
容
に
関
す

る
専
門
家
会
合
を
開
始
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
そ
の
日
程
に
関
し
て
、
シ
チ
ョ
フ
は
一
九
八
六
年
六
月
に
開
催
す
る
こ
と
を
提
案
し
て

い
た
が
、
Ｅ
Ｃ
側
は
協
議
を
九
月
末
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
す
る
こ
と
を
求
め
）
50
（

た
。
他
方
で
、
Ｅ
Ｃ
と
ソ
連
の
二
国
間
交
渉
に
消
極
的
な

姿
勢
を
示
し
た
シ
ェ
ワ
ル
ナ
ゼ
外
相
に
対
し
て
は
、
専
門
家
に
よ
る
準
備
会
合
の
実
施
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
日
程
を
示
す
こ
と
な
く
提

案
す
る
に
と
ど
め
ら
れ
）
51
（
た
。

　
東
西
交
渉
の
進
展
を
求
め
る
コ
メ
コ
ン
側
は
、
ク
レ
ル
ク
が
提
示
し
た
開
催
場
所
と
大
ま
か
な
日
程
に
同
意
し
、
九
月
二
二
日
か
ら
二

四
日
ま
で
の
期
間
で
協
議
を
開
始
す
る
こ
と
を
提
案
し
）
52
（
た
。
以
上
の
よ
う
な
Ｅ
Ｃ
と
コ
メ
コ
ン
の
代
表
者
間
の
往
復
書
簡
に
よ
っ
て
、
共
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同
宣
言
の
作
成
を
求
め
る
東
側
の
要
求
が
、
実
際
の
交
渉
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
専
門
家
会
合
の
開
始

㈠
　
組
織
間
合
意
へ
の
模
索

　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
登
場
以
降
で
初
と
な
る
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
専
門
家
会
合
は
、
コ
メ
コ
ン
側
が
提
出
し
た
共
同
宣
言
案
を
め
ぐ
る

議
論
に
終
始
し
た
。
一
九
八
六
年
九
月
二
二
日
に
開
始
し
た
交
渉
は
、
建
設
的
な
雰
囲
気
の
下
で
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｃ
側
が
西
ベ

ル
リ
ン
に
関
す
る
「
領
土
条
項
」
を
提
示
す
る
と
、
コ
メ
コ
ン
側
は
一
九
七
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
Ｅ
Ｃ
・
ソ
連
間
交
渉
と
同
様
に
、
極
め

て
否
定
的
な
態
度
を
示
し
）
53
（
た
。
こ
の
一
度
目
の
会
合
に
よ
っ
て
共
同
宣
言
の
内
容
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
両
組
織
は

協
議
を
継
続
す
る
と
い
う
点
で
は
合
意
に
至
っ
）
54
（

た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
領
土
条
項
」
を
め
ぐ
る
交
渉
は
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
公
式
関

係
を
確
立
す
る
う
え
で
の
最
大
の
争
点
と
し
て
、
そ
の
最
終
局
面
ま
で
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
西
ベ
ル
リ
ン
の
問
題
に
関
し
て
従
来
の
方
針
を
維
持
す
る
一
方
で
、
ソ
連
指
導
部
は
コ
メ
コ
ン
改
革
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
た
。
九

月
二
九
日
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
側
近
と
の
会
話
に
お
い
て
、
コ
メ
コ
ン
に
関
連
す
る
組
織
の
多
く
は
「
統
合
さ
れ
る
べ
き
」
で
あ
る
と
述

べ
た
。
人
員
の
削
減
や
事
業
の
効
率
化
と
共
に
、
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
が
「
合
意
さ
れ
た
規
則
に
基
づ
い
て
互
い
に
協
力
し
合
う
よ
う
に
す

る
」
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
考
え
る
「
統
合
問
題
へ
の
主
な
対
処
法
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ソ
連
の
指
導
者
は
、
西
ド
イ

ツ
が
「
東
欧
と
の
結
び
つ
き
に
関
心
が
あ
る
」
こ
と
も
指
摘
し
）
55
（
た
。
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
関
係
を
変
化
さ
せ
る
う
え
で
、
東
西
ド
イ
ツ

の
存
在
が
、
そ
の
中
心
的
論
点
と
し
て
交
渉
に
複
雑
性
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

　
統
合
を
深
化
さ
せ
る
西
欧
諸
国
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
一
〇
月
二
三
日
の
政
治
局
会
議
で
は
、
東
欧
衛
星
圏
に
お
け
る
経
済
関
係
の
再



EC・コメコン共同宣言をめぐる東西交渉、一九八五 ― 一九八八年

271

構
築
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
東
欧
諸
国
の
「
防
衛
」
や
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
は
ソ
連
の
責
任
に
あ
る
と
指
摘
し
、

そ
の
経
済
面
に
関
す
る
「
新
し
い
タ
イ
プ
の
関
係
」
の
確
立
を
提
起
し
）
56
（

た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
公
式
関
係
の
確
立
に
関
し
て

は
、
前
外
相
で
あ
る
ア
ン
ド
レ
イ
・
グ
ロ
ム
イ
コ
（Andrei G

rom
yko

）
と
シ
ェ
ワ
ル
ナ
ゼ
外
相
の
間
で
意
見
の
相
違
が
見
ら
れ
た
。
グ

ロ
ム
イ
コ
が
、「
我
々
は
欧
州
経
済
共
同
体
の
前
で
い
つ
ま
で
物
乞
い
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
と
、
シ
ェ
ワ
ル
ナ
ゼ
外

相
は
、「
東
欧
諸
国
が
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
接
近
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
も
無
駄
で
あ
る
」
と
反
論
し
）
57
（

た
。
シ
ェ
ワ
ル
ナ
ゼ
に
と
っ
て
は
、
ソ
連
の
対

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
は
、
客
観
的
な
プ
ロ
セ
ス
に
合
う
よ
う
な
形
で
策
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ソ
連
外
相
の
発
言
に
沿
う
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
で
合
意
を
模
索
す
る
た
め
の
新
た
な
専
門
家
会
合
を
求
め
る
書
簡
が
、

一
一
月
五
日
付
で
ク
レ
ル
ク
へ
と
届
け
ら
れ
た
。
コ
メ
コ
ン
事
務
総
長
の
シ
チ
ョ
フ
は
、
二
度
目
の
協
議
を
一
一
月
二
四
日
か
ら
二
六
日

ま
で
、
も
し
く
は
一
二
月
八
日
か
ら
一
〇
日
ま
で
の
期
間
で
行
う
こ
と
を
提
案
し
）
58
（
た
。
コ
メ
コ
ン
側
が
共
同
宣
言
の
作
成
に
向
け
た
交
渉

に
積
極
性
を
見
せ
る
一
方
で
、
Ｅ
Ｃ
側
は
意
図
的
に
、
協
議
の
進
展
を
遅
延
さ
せ
る
方
針
を
選
択
し
た
。
そ
も
そ
も
Ｅ
Ｃ
の
優
先
目
標
は

各
東
欧
諸
国
と
の
二
国
間
関
係
の
改
善
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
交
渉
が
、
ソ
連
の
望
む
組
織
間
の
抽
象
的
な
協
定
を
め
ぐ
る
議
論

に
遅
れ
を
と
る
こ
と
を
回
避
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ク
レ
ル
ク
は
一
二
月
六
日
付
の
書
簡
に
お
い
て
、
一
九
八
七
年

二
月
ま
で
に
次
の
会
合
を
開
く
用
意
は
な
い
と
い
う
旨
を
コ
メ
コ
ン
側
に
通
達
し
た
の
で
あ
っ
）
59
（

た
。

　
ソ
連
と
Ｅ
Ｃ
の
二
国
間
関
係
に
関
し
て
は
、
一
一
月
一
三
日
付
で
シ
ェ
ワ
ル
ナ
ゼ
外
相
か
ら
返
答
が
な
さ
れ
た
。
交
渉
を
進
展
さ
せ
る

意
思
を
示
す
コ
メ
コ
ン
事
務
総
長
の
書
簡
と
は
対
照
的
に
、
ソ
連
外
相
は
、
二
国
間
関
係
の
改
善
と
専
門
家
に
よ
る
協
議
の
「
用
意
が
あ

る
」
と
言
及
す
る
に
留
め
、
具
体
的
な
日
程
を
示
す
こ
と
を
回
避
し
）
60
（

た
。
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
公
式
関
係
の
確
立
を
、
Ｅ
Ｃ
・
ソ
連
間

の
協
定
の
前
提
条
件
と
す
る
ソ
連
の
方
針
は
、
変
化
す
る
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
て
い
た
。

　
一
九
八
七
年
一
月
二
九
日
の
政
治
局
会
議
で
は
、
東
ド
イ
ツ
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
い
っ
た
国
々
が
政
治
的
に
ソ
連
と
距
離

を
取
り
つ
つ
あ
る
現
状
に
対
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
懸
念
を
表
明
し
た
。
特
に
、「
西
側
と
の
経
済
的
結
び
つ
き
」
が
あ
ま
り
に
も
進
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ん
で
い
る
状
況
が
生
ま
れ
た
要
因
に
関
し
て
は
、
ソ
連
が
「
近
代
的
な
レ
ベ
ル
の
技
術
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
結
果
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
西
側
諸
国
に
接
近
す
る
東
欧
諸
国
に
対
し
て
批
判
を
行
う
の
で
は
な
く
、

友
好
的
に
行
動
す
る
方
針
も
確
認
さ
れ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
れ
ば
、「
我
々
が
影
響
を
与
え
る
方
法
は
た
だ
一
つ
、
我
々
自
身
の
行

動
を
通
し
て
の
み
」
だ
っ
た
の
で
あ
）
61
（
る
。

　
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
次
な
る
専
門
家
会
合
に
向
け
た
動
き
も
開
始
さ
れ
た
。
二
月
一
三
日
、
コ
メ
コ
ン
側
へ
改
め
て
書
簡
を
送
っ
た

ク
レ
ル
ク
は
、
そ
の
開
催
地
と
し
て
は
前
回
と
同
じ
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
を
、
日
程
と
し
て
は
三
月
一
九
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
、
も
し
く
は
四
月

一
三
日
か
ら
一
四
日
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
期
間
を
提
案
し
）
62
（

た
。
コ
メ
コ
ン
側
は
す
ぐ
さ
ま
返
答
し
、
専
門
家
会
合
の
日
程
は
三
月
一
八
日

か
ら
二
〇
日
ま
で
の
期
間
で
合
意
さ
れ
）
63
（
た
。
合
意
形
成
に
向
け
て
、
コ
メ
コ
ン
は
積
極
的
に
次
な
る
会
合
の
開
催
を
求
め
て
い
た
。

㈡
　
コ
メ
コ
ン
の
硬
直
的
な
交
渉
姿
勢

　
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
二
度
目
の
専
門
家
会
合
で
は
、
一
九
八
六
年
九
月
に
行
わ
れ
た
前
回
と
は
異
な
り
、
Ｅ
Ｃ
側
が
提
示
し
た
共
同
宣
言

案
を
基
礎
に
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
再
び
最
大
の
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
前
回
と
同
じ
西
ベ
ル
リ
ン
に
関
す
る
「
領
土
条

項
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
両
者
は
共
同
宣
言
の
タ
イ
ト
ル
に
関
し
て
の
み
合
意
に
至
っ
た
が
、
そ
の
中
身
に
お
け
る
具
体
的
な
文
言

に
関
し
て
議
論
が
進
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
交
渉
の
進
展
を
図
る
た
め
、
コ
メ
コ
ン
側
は
ク
レ
ル
ク
・
シ
チ
ョ
フ
間
の
直
接
対
話
と

い
っ
た
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
交
渉
を
提
案
し
）
64
（

た
。

　
専
門
家
会
合
に
よ
る
交
渉
が
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
る
な
か
で
、
東
西
の
「
議
会
関
係
」
を
通
し
た
接
触
が
新
た
に
試
み
ら
れ
た
。
一
九

八
五
年
一
二
月
に
実
現
し
た
社
会
主
義
グ
ル
ー
プ
の
ソ
連
訪
問
に
続
い
て
、
一
九
八
七
年
三
月
一
六
日
か
ら
、
欧
州
人
民
党
の
代
表
団
が

モ
ス
ク
ワ
で
協
議
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
シ
チ
ョ
フ
は
、
同
時
進
行
で
行
わ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
専
門
家
会
合
に

「
大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い
る
」
と
述
べ
、
両
組
織
間
の
公
式
関
係
の
確
立
が
「
政
治
的
関
係
を
強
化
す
る
た
め
の
健
全
な
基
盤
を
提
供
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し
、
国
家
間
の
経
済
関
係
の
発
展
に
不
可
欠
な
前
提
条
件
で
あ
る
信
頼
と
い
う
条
件
を
確
立
」
す
る
こ
と
へ
の
期
待
を
表
明
し
た
。
そ
の

う
え
で
、
シ
チ
ョ
フ
は
Ｅ
Ｃ
側
に
対
し
て
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
「
コ
メ
コ
ン
の
駐
在
員
事
務
所
を
設
置
す
る
場
所
」
を
要
請
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
）
65
（
た
。

　
こ
う
し
た
「
議
会
関
係
」
に
基
づ
く
東
西
の
接
触
と
並
行
す
る
形
で
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
協
議
も
実
施
さ
れ
た
。
欧

州
委
員
会
の
対
外
関
係
担
当
委
員
で
あ
る
ク
レ
ル
ク
と
、
コ
メ
コ
ン
事
務
総
長
の
シ
チ
ョ
フ
は
共
に
、
四
月
一
四
日
に
イ
タ
リ
ア
で
開
催

さ
れ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
市
場
経
済
と
国
家
貿
易
経
済
の
関
係
に
関
す
る
ベ
ネ
チ
ア
会
議
」
に
出
席
し
た
。
東
欧
諸
国
の
当
局
者

が
複
数
出
席
し
、
西
側
企
業
と
の
共
同
事
業
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
こ
の
会
議
が
、
偶
然
に
も
Ｅ
Ｃ
と
コ
メ
コ
ン
の
代
表
者
間
に
よ
る
直

接
対
話
の
機
会
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
会
合
に
お
い
て
、
シ
チ
ョ
フ
は
西
ベ
ル
リ
ン
を
め
ぐ
る
「
領
土
条
項
」
に
関
し
て
、
共
同

宣
言
と
は
別
の
形
で
交
渉
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
コ
メ
コ
ン
側
に
は
、
ロ
ー
マ
条
約
の
適
用
範
囲
に
西
ベ
ル
リ
ン
が
当
て
は
ま
る
こ
と
へ

の
疑
問
を
呈
す
意
思
は
な
い
一
方
で
、
そ
れ
を
文
書
化
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
と
い
う
立
場
が
説
明
さ
れ
）
66
（
た
。
し
か
し
、
ク
レ
ル
ク
が
Ｅ

Ｃ
側
の
立
場
に
変
更
が
起
き
る
見
通
し
を
表
明
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
共
同
宣
言
の
締
結
を
求
め
る
の
は
あ
く
ま
で
コ
メ
コ
ン
側
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
に
立
場
の
変
容
も
コ
メ
コ
ン
側
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
様
々
な
形
で
展
開
さ
れ
た
東
西
交
渉
を
経
て
、
共
同
宣
言
を
め
ぐ
る
協
議
は
、
西
ベ
ル
リ
ン
に
関
す
る
「
領
土
条

項
」
の
み
に
争
点
が
絞
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
東
西
間
の
立
場
の
相
違
が
解
消
さ
れ
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
か
ら
、
一
九

八
五
年
六
月
か
ら
続
け
ら
れ
た
シ
チ
ョ
フ
・
ク
レ
ル
ク
間
の
書
簡
の
往
復
に
よ
る
接
触
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
二
度
目
の
専
門
家
会
合
を

契
機
と
し
て
停
止
さ
れ
た
。
コ
メ
コ
ン
側
の
硬
直
的
な
交
渉
姿
勢
が
、
議
論
に
停
滞
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ソ
連
が
求

め
る
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
共
同
宣
言
の
成
立
は
、
ソ
連
自
身
が
西
ベ
ル
リ
ン
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
立
場
を
変
更
す
る
か
に
依
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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五
　「
領
土
条
項
」
を
め
ぐ
る
交
渉
の
停
滞

㈠
　
西
ド
イ
ツ
と
の
対
話
の
模
索

　
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
交
渉
が
西
ベ
ル
リ
ン
に
関
す
る
争
点
に
集
約
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ソ
連
は
西
ド
イ
ツ
に
対
す
る
姿
勢
を
変
化
さ

せ
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
当
初
か
ら
西
欧
諸
国
と
の
関
係
改
善
に
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係

で
は
、
一
九
八
七
年
に
入
っ
た
段
階
で
既
に
複
数
回
の
首
脳
間
の
接
触
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
英
国
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー

（M
argaret Thatcher

）
首
相
と
の
会
談
も
、
一
九
八
七
年
三
月
末
に
実
現
し
て
い
た
。
し
か
し
、
西
ド
イ
ツ
と
の
関
係
に
関
し
て
は
、
一

九
八
六
年
一
〇
月
の
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
誌
に
お
い
て
、
コ
ー
ル
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
（Joseph 

G
oebbels

）
に
な
ぞ
ら
え
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
を
批
判
し
た
こ
と
な
ど
も
関
係
し
、
停
滞
の
一
途
を
辿
っ
て
い
）
67
（

た
。

　
コ
ー
ル
と
の
直
接
の
接
触
を
拒
絶
す
る
一
方
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
主
に
二
つ
の
手
段
に
よ
っ
て
西
ド
イ
ツ
と
の
対
話
を
試
み
た
。
こ

こ
で
、
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
八
六
年
ま
で
に
行
わ
れ
た
ソ
連
・
西
ド
イ
ツ
間
の
協
議
の
過
程
を
振
り
返
る
こ
と
に
し
た
い
。
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
が
西
ド
イ
ツ
と
の
対
話
に
向
け
て
採
用
し
た
第
一
の
手
段
は
、
ソ
連
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
親
和
性
が
相
対
的
に
高
い
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の

接
触
で
あ
っ
た
。
そ
の
試
み
の
開
始
は
、
一
九
八
五
年
五
月
の
ヴ
ィ
リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
（W

illy Brandt

）
元
西
独
首
相
と
の
会
談
に
遡
る
。

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
そ
の
後
も
、
後
に
ド
イ
ツ
連
邦
大
統
領
と
な
る
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ラ
ウ
（Johannes Rau

）
や
、
元
西
独
首
相
で
あ
る
ヘ
ル

ム
ー
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（H

elm
ut Schm

idt

）
な
ど
と
会
談
を
重
ね
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
っ
）
68
（
た
。
そ
し
て
、
西
ド
イ
ツ
と

の
接
触
に
用
い
ら
れ
た
第
二
の
手
段
は
、
一
九
七
四
年
よ
り
外
相
を
務
め
る
ハ
ン
ス
＝
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
ゲ
ン
シ
ャ
ー
（H

ans-D
ietrich 

G
enscher

）
と
の
対
話
で
あ
る
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
一
九
八
六
年
五
月
末
の
段
階
か
ら
、
コ
ー
ル
と
の
対
話
を
拒
否
す
る
一
方
で
、
ゲ
ン

シ
ャ
ー
外
相
と
会
談
を
行
う
用
意
が
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
）
69
（

た
。
一
九
八
六
年
七
月
二
一
日
に
実
現
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
と
っ
て
初
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と
な
る
ゲ
ン
シ
ャ
ー
と
の
会
談
は
、
コ
ー
ル
と
の
首
脳
会
談
に
向
け
た
予
備
協
議
で
は
な
く
、
関
係
改
善
に
向
け
た
別
の
窓
口
と
し
て
機

能
し
た
の
で
あ
）
70
（

る
。

　
し
か
し
、
ソ
連
が
期
待
し
た
西
ド
イ
ツ
政
府
の
転
換
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
一
九
八
七
年
一
月
の
連
邦
議
会
選
挙
で
、
コ
ー
ル
率
い
る

キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
の
連
立
政
権
が
僅
差
で
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
破
る
と
、
ソ
連
指
導
部
は
既
存
の
西
ド
イ
ツ
政

府
と
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
）
71
（

た
。
そ
れ
で
も
、
西
ド
イ
ツ
の
選
挙
結
果
に
よ
っ
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
コ
ー
ル
と
の
直
接
対
話
に

乗
り
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
八
七
年
二
月
二
日
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
在
西
ド
イ
ツ
・
ソ
連
大
使
で
あ
る
ユ
ー
リ
・
ク
ヴ
ィ
ツ
ィ
ン

ス
キ
ー
（Yuri Kvitsinsky
）
に
指
令
を
出
し
、
西
ド
イ
ツ
大
統
領
の
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
（Richard von 

W
eizsäcker

）
を
モ
ス
ク
ワ
に
招
待
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
こ
こ
で
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ク
ヴ
ィ
ツ
ィ
ン
ス
キ
ー
に
対
し
て
、
政
府
レ
ベ
ル

で
西
ド
イ
ツ
と
付
き
合
う
こ
と
を
急
が
な
い
よ
う
に
留
保
し
た
う
え
で
、
経
済
関
係
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
る
方
針
を
示
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ソ
連
の
指
導
者
は
、「
米
国
が
混
乱
し
て
い
る
」
た
め
に
、
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
を
「
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
加

速
す
る
」
こ
と
を
外
務
省
に
対
し
て
要
求
し
た
の
で
あ
）
72
（
る
。

　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
要
望
に
応
じ
る
形
で
、
七
月
七
日
、
モ
ス
ク
ワ
に
て
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
と
の
対
談
が
実
現
し
た
。
東
西
関
係
に
関

し
て
「
未
来
志
向
」
で
取
り
組
む
必
要
性
を
指
摘
し
た
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
は
、
ソ
連
が
そ
れ
ま
で
強
調
し
て
き
た
よ
う
に
、
ヘ
ル
シ
ン

キ
最
終
議
定
書
が
も
た
ら
す
意
義
に
言
及
し
た
。
な
か
で
も
、
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
は
経
済
協
力
な
ど
を
規
定
し
た
「
第
二
バ
ス
ケ
ッ

ト
」
に
関
し
て
、「
集
中
的
な
協
力
関
係
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
機
会
を
開
く
も
の
」
と
評
価
し
た
。
そ
し
て
、
Ｅ
Ｃ
の
主
要
な
加
盟
国

の
一
つ
と
し
て
、
西
ド
イ
ツ
政
府
は
ソ
連
と
の
協
力
関
係
を
築
く
用
意
が
あ
る
と
表
明
し
た
の
で
あ
）
73
（
る
。
こ
れ
ら
の
発
言
を
受
け
て
、
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
長
期
的
な
協
力
を
指
向
す
る
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
の
主
張
は
「
現
在
と
将
来
の
両
国
の
関
係
に
堅
実
さ
を
与
え
る
」
も

の
と
評
価
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
懸
念
は
、
西
ド
イ
ツ
側
が
ソ
連
と
の
「
和
解
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
」
こ
と
で

あ
っ
）
74
（

た
。
ソ
連
の
指
導
者
は
、
西
ド
イ
ツ
と
の
関
係
を
「
新
し
い
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
る
」
準
備
が
あ
る
と
指
摘
す
る
一
方
で
、
そ
の
た
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め
に
は
「
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
や
政
治
的
神
話
、
ソ
連
を
敵
視
す
る
イ
メ
ー
ジ
」
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
）
75
（
た
。
多
く
の
意
見
が

交
換
さ
れ
、
政
府
間
で
の
関
係
改
善
が
模
索
さ
れ
な
が
ら
も
、
依
然
と
し
て
継
続
さ
れ
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
コ
ー
ル
へ
の
不
信
感
が
、
両

国
間
の
関
係
改
善
を
妨
げ
て
い
た
。

㈡
　
西
ベ
ル
リ
ン
の
経
済
的
承
認
？

　
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
交
渉
に
お
け
る
西
ベ
ル
リ
ン
の
問
題
は
、
西
ド
イ
ツ
で
は
な
く
ソ
連
側
に
対
応
が
求
め
ら
れ
る
問
題
で
あ
っ
た
。

停
滞
す
る
交
渉
を
進
展
さ
せ
る
た
め
、
ソ
連
は
Ｅ
Ｃ
と
様
々
な
形
で
接
触
す
る
こ
と
で
事
態
の
打
開
を
図
っ
た
。
一
九
八
七
年
一
〇
月
上

旬
、
在
ベ
ル
ギ
ー
・
ソ
連
大
使
館
か
ら
非
公
式
に
、「
領
土
条
項
」
に
関
す
る
記
述
の
草
案
が
欧
州
委
員
会
へ
届
け
ら
れ
た
。
ソ
連
の
草

案
は
、
共
同
宣
言
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
文
言
が
Ｅ
Ｃ
側
の
み
に
限
定
さ
れ
、
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
に
対
し
て
自
動
的
に
適
用
さ
れ
る
か
ど

う
か
を
曖
昧
な
ま
ま
に
し
て
い
た
。
こ
の
文
言
に
基
づ
い
た
合
意
は
、
将
来
的
に
東
西
間
の
経
済
協
力
を
進
展
さ
せ
る
う
え
で
、
ソ
連
が

自
国
に
有
利
な
形
で
解
釈
を
行
う
余
地
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
た
め
、
Ｅ
Ｃ
は
そ
の
提
案
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
拒
否
す
る
こ

と
を
決
定
し
）
76
（

た
。

　
西
ベ
ル
リ
ン
の
問
題
は
、
一
〇
月
六
日
か
ら
一
三
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
、
ソ
連
最
高
会
議
の
代
表
団
に
よ
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
訪
問

の
際
に
も
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
の
協
議
の
中
で
、
ソ
連
は
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
交
渉
に
お
け
る
「
領
土
条
項
」
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
再
び
非
公
式
に
提
案
を
行
っ
た
。
ソ
連
は
西
ベ
ル
リ
ン
を
め
ぐ
る
「
領
土
条
項
」
に
関
し
て
、
関
係
国
が
過
去
に
締
結
し
た
条
約

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
文
言
を
合
意
内
容
に
含
め
る
こ
と
を
望
ん
で
い
）
77
（

た
。
こ
こ
で
の
ソ
連
の
目
的
は
、
一
九
七
一
年
の
ベ

ル
リ
ン
四
カ
国
協
定
を
尊
重
す
る
こ
と
を
共
同
宣
言
の
中
で
確
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
）
78
（
た
。
つ
ま
り
、
ソ
連
は
経
済
的
に
は
西
ベ
ル
リ
ン
と

Ｅ
Ｃ
の
結
び
つ
き
を
承
認
す
る
一
方
で
、
西
ベ
ル
リ
ン
の
政
治
的
・
軍
事
的
地
位
そ
れ
自
体
に
変
更
を
加
え
る
意
思
は
な
い
こ
と
を
明
示

し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。
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　「
領
土
条
項
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
シ
チ
ョ
フ
と
ク
レ
ル
ク
の
新
た
な
直
接
対
話
の
際
に
も
中
心
的
な
論
点
と
な
っ
た
。
一
二
月
一
六

日
、
ヘ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
す
る
た
め
に
ベ
ル
ギ
ー
を
訪
れ
て
い
た
シ
チ
ョ
フ
は
、
そ
の
道
中
で
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
立

ち
寄
り
、
改
め
て
ク
レ
ル
ク
と
こ
の
問
題
を
議
論
し
た
。
な
ぜ
ソ
連
と
コ
メ
コ
ン
は
東
西
双
方
に
適
用
さ
れ
る
「
領
土
条
項
」
を
望
ま
な

い
の
か
と
問
い
た
だ
し
た
ク
レ
ル
ク
に
対
し
て
、
シ
チ
ョ
フ
は
、
自
身
が
ド
イ
ツ
問
題
を
解
決
で
き
る
立
場
に
は
い
な
い
と
返
答
し
）
79
（
た
。

こ
の
協
議
を
経
て
、
西
ベ
ル
リ
ン
を
め
ぐ
っ
て
Ｅ
Ｃ
側
に
妥
協
す
る
意
思
は
な
く
、
交
渉
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
初
め
に
公
式
関
係

の
確
立
を
提
案
し
た
ソ
連
側
に
立
場
の
変
更
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

　
一
九
八
八
年
一
月
二
六
日
、
欧
州
議
会
の
共
産
主
義
グ
ル
ー
プ
の
代
表
団
が
、
ソ
連
最
高
会
議
の
招
待
に
よ
っ
て
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し

た
。
ソ
連
の
前
外
相
で
あ
り
、
そ
の
後
は
最
高
会
議
幹
部
会
議
長
の
座
に
就
い
て
い
た
グ
ロ
ム
イ
コ
は
、
停
滞
の
様
相
を
見
せ
る
Ｅ
Ｃ
・

コ
メ
コ
ン
間
交
渉
に
関
す
る
ソ
連
の
立
場
を
改
め
て
説
明
し
た
。
グ
ロ
ム
イ
コ
は
、
Ｅ
Ｃ
側
が
「
関
係
の
発
展
を
遅
ら
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
あ
る
種
の
困
難
さ
を
作
り
出
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
一
方
で
、
ソ
連
は
共
同
宣
言
の
署
名
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
加
速
す
る
た
め

に
「
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
行
う
」
と
強
調
し
た
。
そ
し
て
、「
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
我
々
は
政
治
的
の
み
な
ら
ず
経
済
的
な

将
来
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
表
明
が
な
さ
れ
）
80
（
た
。
グ
ロ
ム
イ
コ
が
西
ベ
ル
リ
ン
に
関
し
て
直
接
言
及
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
の
発
言
は
、
Ｅ
Ｃ
側
に
態
度
の
変
容
を
求
め
る
ソ
連
の
方
針
を
再
び
示
す
も
の
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
成
長
を
続
け
る
西
欧
諸
国
と
、
停
滞
の
様
相
を
維
持
す
る
東
欧
諸
国
と
い
う
現
実
が
存
在
す
る
な
か
で
、
ソ
連

指
導
部
は
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
い
て
交
渉
を
行
う
限
界
に
直
面
し
て
い
た
。
三
月
一
〇
日
の
政
治
局
会
議
は
、
東
欧
諸
国
に
対
す

る
ソ
連
の
姿
勢
に
変
化
が
生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
共
同
市
場
を
構
築
し
、
経
済
発
展
を
続
け
る
西
欧

諸
国
と
比
較
す
る
形
で
、
コ
メ
コ
ン
内
で
は
「
貿
易
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
原
始
的
な
交
換
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
」
状
況
を
批
判
し
た
。

ソ
連
の
指
導
者
に
と
っ
て
、
自
国
が
い
つ
ま
で
も
「
安
い
資
源
の
供
給
者
」
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
打
破
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
東
欧
諸
国
か
ら
の
否
定
的
反
応
を
予
測
し
な
が
ら
も
、「
コ
メ
コ
ン
が
統
合
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
し
な
い
の
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か
」
と
い
う
問
題
を
結
論
付
け
る
時
が
来
て
い
る
と
強
調
し
）
81
（
た
。

　
ソ
連
指
導
部
が
政
策
の
転
換
に
迫
ら
れ
た
こ
と
で
、「
領
土
条
項
」
に
関
す
る
コ
メ
コ
ン
の
姿
勢
に
も
変
化
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

四
月
二
八
日
、
コ
メ
コ
ン
事
務
局
は
そ
れ
ま
で
の
立
場
を
見
直
し
、
こ
れ
ま
で
ク
レ
ル
ク
が
提
案
し
て
い
た
内
容
を
受
け
入
れ
る
と
欧
州

委
員
会
に
通
達
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
コ
メ
コ
ン
側
は
Ｅ
Ｃ
と
の
非
公
式
会
合
を
五
月
上
旬
に
開
催
し
、
共
同
宣
言
の
内
容
に
関
し

て
最
終
的
な
調
整
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
Ｅ
Ｃ
内
で
は
コ
メ
コ
ン
が
主
張
す
る
立
場
の
見
直
し
が
不
十
分
な
可
能
性
へ
の
懸
念
が
議

論
さ
れ
た
が
、
草
案
に
関
す
る
協
議
を
実
施
す
る
点
で
は
合
意
に
至
っ
）
82
（
た
。
こ
う
し
て
、
約
三
年
間
に
わ
た
る
東
西
交
渉
が
最
終
段
階
へ

と
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

　
五
月
一
六
日
、
西
ド
イ
ツ
経
済
相
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
バ
ン
ゲ
マ
ン
（M

artin Bangem
an

）
と
会
談
し
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
東
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
間
の
経
済
協
力
の
見
通
し
に
関
し
て
詳
細
に
語
っ
た
。
ソ
連
と
西
ド
イ
ツ
の
関
係
を
進
展
さ
せ
る
う
え
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は

「
政
治
的
な
意
思
」
だ
け
で
は
な
く
、「
経
済
的
な
結
び
つ
き
」
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
と
強
調
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
バ
ン

ゲ
マ
ン
経
済
相
は
、
ソ
連
が
長
ら
く
Ｅ
Ｃ
の
存
在
を
認
め
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
で
は
「
現
実
の
も
の
」
と
見
な
す
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
歓
迎
し
た
。
そ
し
て
バ
ン
ゲ
マ
ン
は
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
協
力
に
関
す
る
協
定
が
「（
西
）
ド
イ
ツ
が
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
議

長
国
で
あ
る
一
九
八
八
年
六
月
末
ま
で
に
締
結
」
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
ソ
連
と
西
ド
イ
ツ
の
「
双
方
に
と
っ
て
重
要
な
政
治
的
節

目
」
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
指
摘
し
）
83
（
た
。
こ
の
バ
ン
ゲ
マ
ン
の
発
言
を
受
け
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ま
ず
、
ソ
連
が
Ｅ
Ｃ
に
対
す
る
態

度
を
転
換
し
た
背
景
に
つ
い
て
述
べ
た
。
ソ
連
の
指
導
者
に
よ
れ
ば
、「
現
実
の
影
響
を
受
け
て
す
べ
て
が
変
化
し
て
い
る
」
た
め
に
、

Ｅ
Ｃ
と
い
う
存
在
は
、
ソ
連
が
「
長
期
的
で
予
測
可
能
な
政
策
」
を
策
定
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
う
え
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
西
ド
イ
ツ
が
Ｅ
Ｃ
の
議
長
国
と
な
っ
て
い
る
期
間
が
終
わ
る
前
に
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
交
渉
が
合
意

に
至
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
表
明
し
た
の
で
あ
）
84
（

る
。

　
五
月
一
七
日
か
ら
一
八
日
に
か
け
て
、
欧
州
委
員
会
と
コ
メ
コ
ン
事
務
局
に
よ
る
非
公
式
協
議
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
と
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な
っ
た
も
の
は
、
コ
メ
コ
ン
側
が
四
月
の
段
階
で
Ｅ
Ｃ
へ
通
達
し
た
「
領
土
条
項
」
に
関
す
る
立
場
の
見
直
し
は
、
Ｅ
Ｃ
と
西
ベ
ル
リ
ン

の
つ
な
が
り
を
想
起
さ
せ
る
文
言
の
記
載
は
認
め
る
一
方
で
、
同
様
の
形
で
コ
メ
コ
ン
と
し
て
の
決
定
を
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
に
自
動
的
に

適
用
す
る
か
の
よ
う
な
記
述
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
）
85
（
た
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
コ
メ
コ
ン
側
は
、
コ
メ
コ
ン
と
い

う
組
織
が
加
盟
国
の
領
土
に
関
し
て
何
か
を
強
制
す
る
こ
と
は
制
度
的
に
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
東
側
諸
国
へ
の
適
用
に
関
す
る

文
言
の
記
載
に
つ
い
て
は
ソ
連
の
み
が
賛
成
し
、
他
の
す
べ
て
の
加
盟
国
が
反
対
し
て
い
る
こ
と
を
Ｅ
Ｃ
側
に
説
明
し
）
86
（

た
。
つ
ま
り
、
こ

の
段
階
に
お
い
て
も
、
コ
メ
コ
ン
の
権
限
を
強
化
す
る
よ
う
な
形
で
東
西
関
係
を
改
善
さ
せ
よ
う
と
す
る
ソ
連
の
方
針
は
、
コ
メ
コ
ン
内

で
共
有
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
最
終
的
に
、「
領
土
条
項
」
に
関
す
る
交
渉
は
、
Ｅ
Ｃ
側
が
文
言
を
調
整
す
る
こ
と
で
解
決
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｃ
と
コ
メ
コ
ン
の
双
方
が
、

共
同
宣
言
に
お
い
て
「
領
土
条
項
」
が
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
こ
と
に
は
合
意
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
東
側
へ
の
適
用
を
盛
り
込
む

こ
と
は
、
コ
メ
コ
ン
が
政
府
間
組
織
で
あ
る
以
上
、
極
め
て
困
難
な
論
点
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

Ｅ
Ｃ
側
は
「
領
土
条
項
」
に
関
す
る
文
章
の
冒
頭
に
、「
共
同
体
へ
の
適
用
に
関
し
て
は
」
と
い
う
文
言
を
挿
入
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
コ
メ
コ
ン
側
が
少
な
く
と
も
、
西
ベ
ル
リ
ン
が
ロ
ー
マ
条
約
の
適
用
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
事
実
上
容
認
す
る
こ
と

に
な
っ
）
87
（

た
。
共
同
宣
言
の
最
終
的
な
文
言
は
、
ソ
連
の
西
ド
イ
ツ
に
対
す
る
態
度
の
変
容
と
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
交
渉
を
め
ぐ
る
ソ
連

の
孤
立
と
い
う
背
景
の
下
で
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
共
同
宣
言
の
署
名
の
前
日
と
な
る
六
月
二
四
日
、
コ
メ
コ
ン
事
務
総
長
の
シ
チ
ョ
フ
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
プ
ラ
ウ
ダ
紙
に
掲
載
さ
れ

た
。
シ
チ
ョ
フ
は
そ
れ
ま
で
の
東
西
関
係
を
「
異
常
事
態
」
と
表
現
し
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
公
式
関
係
の
確
立
を
、
そ
の
ア
ナ
ク
ロ

ニ
ズ
ム
に
終
止
符
を
打
つ
も
の
と
し
て
評
価
し
た
。
西
ベ
ル
リ
ン
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
が
停
滞
し
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
以
下
の
二
点
が
指

摘
さ
れ
た
。
第
一
に
、
西
ベ
ル
リ
ン
（
お
よ
び
西
ド
イ
ツ
）
と
Ｅ
Ｃ
の
間
に
存
在
す
る
「
経
済
的
な
つ
な
が
り
」
に
は
疑
問
の
余
地
が
な

い
点
、
そ
し
て
第
二
に
、
西
ベ
ル
リ
ン
と
西
ド
イ
ツ
の
間
の
「
政
治
的
統
合
」
お
よ
び
「
軍
事
的
統
合
」
は
完
全
に
別
の
問
題
と
し
て
捉
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え
る
と
い
う
点
で
あ
）
88
（
る
。
つ
ま
り
、
シ
チ
ョ
フ
は
こ
こ
で
、
ソ
連
は
あ
く
ま
で
経
済
面
に
お
い
て
西
ベ
ル
リ
ン
の
現
状
を
容
認
し
た
に
す

ぎ
ず
、
そ
れ
が
決
し
て
政
治
的
・
軍
事
的
な
妥
協
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
点
を
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
か
く
し
て
、
一
九
八
八
年
六
月
二
五
日
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
お
い
て
「
欧
州
経
済
共
同
体
と
経
済
相
互
援
助
会
議
の
間
の
公
式
関
係

の
確
立
に
関
す
る
共
同
宣
言
」
が
署
名
さ
れ
た
。
式
典
に
は
、
Ｅ
Ｃ
と
コ
メ
コ
ン
を
代
表
す
る
形
で
ク
レ
ル
ク
と
シ
チ
ョ
フ
が
、
そ
し
て

Ｅ
Ｃ
議
長
国
と
し
て
西
ド
イ
ツ
の
ゲ
ン
シ
ャ
ー
外
相
が
、
コ
メ
コ
ン
議
長
国
と
し
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
ル
ド
ル
フ
・
ロ
ー
リ
チ
ェ
ク

（Rudolf Rohlíček
）
副
首
相
が
そ
れ
ぞ
れ
出
席
し
た
。
成
立
し
た
共
同
宣
言
に
関
し
て
、
六
月
二
六
日
付
の
プ
ラ
ウ
ダ
紙
は
、「
二
つ
の

主
要
な
経
済
組
織
の
関
係
は
正
常
化
さ
れ
、
欧
州
安
全
保
障
協
力
会
議
の
最
終
議
定
書
の
実
施
に
関
し
て
、
新
た
に
実
質
的
に
貢
献
す
る

こ
と
に
な
る
」
と
報
じ
）
89
（
た
。
ま
た
、
七
月
五
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
プ
ラ
ハ
で
行
わ
れ
た
、
第
四
四
回
コ
メ
コ
ン
総
会
が
発
出
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
は
、
共
同
宣
言
の
署
名
を
「
二
つ
の
主
要
な
国
際
経
済
組
織
の
関
係
発
展
に
お
け
る
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
、
共
通
の
関
心

分
野
に
お
け
る
相
互
協
力
へ
の
道
を
開
く
も
の
」
と
評
価
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
再
び
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
公
式
関
係
の
確
立

が
「
欧
州
安
全
保
障
協
力
会
議
の
最
終
議
定
書
の
実
施
に
大
き
く
貢
献
し
、
経
済
成
長
と
社
会
進
歩
の
重
要
な
要
因
と
し
て
の
国
際
経
済

協
力
の
一
層
の
発
展
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
世
界
に
お
け
る
政
治
環
境
の
改
善
を
促
す
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
）
90
（
た
。

　
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
の
公
式
関
係
の
確
立
か
ら
お
よ
そ
一
カ
月
後
と
な
る
七
月
三
〇
日
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
西
ド
イ
ツ
の
ゲ
ン
シ
ャ
ー

外
相
と
会
談
を
行
っ
た
。
ゲ
ン
シ
ャ
ー
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
対
し
て
、
西
ド
イ
ツ
が
Ｅ
Ｃ
議
長
国
で
あ
る
期
間
中
に
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン

間
で
共
同
宣
言
が
署
名
さ
れ
た
こ
と
を
歓
迎
す
る
旨
を
表
明
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
両
組
織
間
で
協
力
す
る
方
法
を

拡
大
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
、「
軍
事
、
政
治
、
経
済
の
各
分
野
で
相
互
理
解
を
持
つ
」
こ
と
の
意
義
を
強
調
し
）
91
（

た
。
西
ベ

ル
リ
ン
の
地
位
に
関
し
て
実
質
的
な
譲
歩
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
共
同
宣
言
の
成
立
を
、
ソ

連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
を
前
進
さ
せ
る
た
め
の
不
可
欠
な
成
果
と
し
て
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
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六
　
お
わ
り
に

　
一
九
八
五
年
六
月
の
コ
メ
コ
ン
事
務
総
長
の
書
簡
を
契
機
と
し
て
再
開
し
た
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
交
渉
は
、
以
下
の
二
つ
の
争
点
を
軸

に
展
開
さ
れ
た
。
第
一
の
争
点
は
、
各
東
欧
諸
国
と
の
二
国
間
関
係
を
優
先
す
る
Ｅ
Ｃ
の
「
パ
ラ
レ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
あ
る
。
交
渉

が
再
開
さ
れ
た
当
初
、
組
織
間
合
意
の
締
結
を
追
求
す
る
コ
メ
コ
ン
は
、
Ｅ
Ｃ
の
方
針
に
対
し
て
消
極
的
な
態
度
を
示
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
点
に
関
し
て
コ
メ
コ
ン
側
は
、
遅
く
と
も
一
九
八
六
年
四
月
の
段
階
ま
で
に
、
Ｅ
Ｃ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
事
実
上
容
認
す
る
立
場
へ
と

転
換
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
第
二
の
争
点
で
あ
る
西
ベ
ル
リ
ン
を
め
ぐ
る
「
領
土
条
項
」
に
関
し
て
は
、
交
渉
の
最
終
局
面
へ
至
る

ま
で
東
西
間
で
立
場
の
相
違
が
見
ら
れ
た
。
最
終
的
に
、
ソ
連
が
Ｅ
Ｃ
と
西
ベ
ル
リ
ン
の
経
済
的
連
関
に
つ
い
て
容
認
す
る
方
針
を
採
り
、

Ｅ
Ｃ
側
が
文
言
を
調
整
す
る
こ
と
で
東
西
間
の
合
意
へ
と
至
っ
た
。
こ
う
し
た
交
渉
が
展
開
さ
れ
た
背
景
に
は
、
西
ド
イ
ツ
と
の
二
国
間

関
係
を
重
視
す
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
強
い
希
望
が
あ
っ
た
。
西
ド
イ
ツ
が
Ｅ
Ｃ
議
長
国
を
務
め
る
一
九
八
八
年
六
月
末
ま
で
に
交
渉
を
ま

と
め
る
こ
と
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
共
同
宣
言
を
、
両
国
間
の
関
係
改
善
の
一
幕
と
し
て
示
す
こ
と
を
目
指
し
た
。
以

上
の
よ
う
に
、
当
初
は
ソ
連
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
接
近
を
象
徴
す
る
政
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
東
西
の
経
済
組
織
間
交
渉
は
、
次
第
に
ソ

連
・
西
ド
イ
ツ
間
の
和
解
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
側
面
を
備
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
八
七
年
一
月
の
西
ド
イ
ツ
の
連
邦
議
会
選
挙
の
結
果
、
ソ
連
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
指
導
者
で
は
な
く
、
コ
ー
ル
の
率
い
る
西
ド
イ
ツ
政
府

と
の
間
で
関
係
改
善
を
模
索
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
本
稿
が
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
交
渉
と
連
動
す
る
形
で
展
開

を
見
せ
た
ソ
連
・
西
ド
イ
ツ
関
係
の
一
幕
は
、
首
脳
レ
ベ
ル
で
の
相
互
不
信
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
国
間
の
対
話
が
様
々
な
手
段

で
模
索
さ
れ
た
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
歴
史
家
の
ヴ
ラ
デ
ィ
ス
ラ
ヴ
・
ズ
ボ
ク
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
西
側
の
視
点
か

ら
見
た
場
合
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
前
後
の
ソ
連
外
交
は
、
そ
の
方
針
が
極
め
て
消
極
的
で
場
当
た
り
的
だ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
傾
向
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に
あ
）
92
（
る
。
特
に
ド
イ
ツ
統
一
を
め
ぐ
り
、
ソ
連
側
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
は
な
く
、
西
ド
イ
ツ
が
展
開
し
た
「
小
切
手
外
交
」
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
点
は
、
既
存
の
研
究
に
お
い
て
も
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
）
93
（

る
。
し
か
し
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
の
コ
ー
ル
訪
ソ
以
前
の
段

階
に
お
い
て
、
西
ド
イ
ツ
は
そ
の
経
済
面
に
加
え
て
、
特
に
対
米
関
係
を
視
野
に
入
れ
た
外
交
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ソ
連
側
か
ら

関
係
改
善
を
模
索
す
る
必
要
の
あ
る
国
家
と
な
っ
て
い
た
。
西
ベ
ル
リ
ン
を
め
ぐ
る
「
領
土
条
項
」
を
容
認
す
る
方
針
へ
と
転
換
が
な
さ

れ
た
最
大
の
要
因
は
、
以
上
の
よ
う
な
、
よ
り
長
期
的
な
視
野
に
基
づ
く
ソ
連
の
外
交
戦
略
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｅ

Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
共
同
宣
言
の
成
立
を
目
指
し
て
実
施
さ
れ
た
西
ベ
ル
リ
ン
の
経
済
的
承
認
と
い
う
試
み
は
、
当
時
の
ソ
連
の
論
理
に
基
づ

い
て
積
極
的
に
選
択
さ
れ
た
、
戦
術
的
妥
協
の
産
物
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
興
味
深
い
こ
と
に
、
東
西
交
渉
の
再
開
が
提
案
さ
れ
た
一
九
八
五
年
六
月
の
書
簡
や
、
共
同
宣
言
の
成
立
に
関
す
る
一
九
八
八
年
六
月

か
ら
七
月
ま
で
の
ソ
連
と
コ
メ
コ
ン
の
声
明
な
ど
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
交
渉
は
、
一
九
七
五
年
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
最
終
議
定
書

の
実
施
と
関
連
付
け
る
形
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
東
側
諸
国
の
経
済
的
苦
境
や
コ
メ
コ
ン
統
合
の
限
界
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
ソ
連
指
導

部
は
共
同
宣
言
の
成
立
を
、
Ｅ
Ｃ
と
の
具
体
的
な
経
済
・
貿
易
関
係
の
拡
大
の
み
な
ら
ず
、
将
来
の
協
力
に
向
け
た
基
礎
と
位
置
付
け
る

こ
と
で
追
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
最
終
的
に
合
意
が
な
さ
れ
た
共
同
宣
言
の
内
容
は
、
Ｅ
Ｃ
と
西
ベ
ル
リ
ン
の
間
の
つ
な

が
り
を
、
ソ
連
が
事
実
上
容
認
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
加
え
て
、
ソ
連
は
経
済
お
よ
び
貿
易
の
分
野
に
お
い
て
、
各
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
が

Ｅ
Ｃ
と
対
等
な
地
位
に
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
東
欧
に
お
け
る
自
国
の
覇
権
に
も
大
き
な
揺
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
東
西
交
渉
の
過
程
は
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
対
話
の
推
進
と
い
う
政
治
目
標
を
追
求
す
る
ソ
連
と
、
西
欧
諸
国
か
ら
の
経
済

的
利
益
を
重
視
す
る
東
欧
諸
国
と
い
う
、
東
側
陣
営
内
の
立
場
の
相
違
を
極
め
て
明
確
な
形
で
浮
き
彫
り
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
間
交
渉
と
い
う
国
際
関
係
史
研
究
上
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
の
、
最
初
の
試
み
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
史
料
的
制
約
に
よ
っ
て
、
本
稿
の
分
析
に
は
一
定
の
限
界
が
存
在
し
て
い
る
。
ま
ず
今
後

検
討
す
べ
き
課
題
と
し
て
は
、
ソ
連
に
お
い
て
東
西
関
係
に
関
し
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
、
ソ
連
外
務
省
の
役
割
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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当
該
時
期
の
ソ
連
の
対
外
政
策
決
定
過
程
を
論
じ
る
う
え
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
で
十

分
と
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
に
お
い
て
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
ソ
連
外
務
省
の
史
料
の
活
用
は
、
極
め
て
重
要
な

意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ソ
連
の
政
策
と
コ
メ
コ
ン
の
方
針
の
間
に
、
ど
の
程
度
の
相
関
関
係
が
存
在
し
て
い
た
の

か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
コ
メ
コ
ン
事
務
総
長
の
シ
チ
ョ
フ
は
、
度
々
コ
メ
コ
ン
で
は
な
く
ソ
連
の
立

場
を
代
弁
し
て
発
言
し
て
い
た
。
と
は
い
え
、
特
に
西
ベ
ル
リ
ン
に
関
す
る
「
領
土
条
項
」
を
め
ぐ
り
、
ソ
連
と
東
欧
諸
国
の
間
に
は
明

確
な
意
見
の
相
違
が
存
在
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
Ｅ
Ｃ
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
コ
メ
コ
ン
内
部
の
交
渉
過
程
に
関
し
て
は
、
ソ
連
を
含

む
複
数
の
東
側
諸
国
の
史
料
を
多
角
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
分
析
が
期
待
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
）  

“Joint D
eclaration on the establishm

ent of official relations betw
een the European Econom

ic Com
m
unity and the Council 

for M
utual Econom

ic Assistance,
” Official Journal of the European Com

m
unities, L 157, Volum

e 31, 24 June 1988, p. 35. 
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN

/TXT/PD
F/?uri=O

J:L:1988:157:FU
LL&

from
=EN

 

（A
ccessed on 15 February 

2023

）.

（
2
）  Jacques Lévesque, The Enigm

a of 1989: The U
SSR and the Liberation of Eastern Europe, translated by Keith M

artin 

（Berkeley: U
niversity of California Press, 1997

）, pp. 41 -42.

（
3
）  

一
九
七
〇
年
代
の
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
関
係
を
一
次
史
料
に
基
づ
い
て
分
析
し
た
代
表
的
研
究
と
し
て
、Suvi Kansikas, Socialist Countries 

Face the European Com
m
unity: Soviet Bloc Controversies over East-W

est Trade （Brussels: Peter Lang, 2014

）; W
olfgang M

uel-
ler, 

“Recognition in Return for D
étente?: Brezhnev, the EEC, and the M

oscow
 Treaty w

ith W
est G

erm
any, 1970 -1973,

” Jour-
nal of Cold W

ar Studies, 13 : 4 （2011

）, pp. 79 -100; Angela Rom
ano, 

“Shaping Pan-European Cooperation in the 1970s: Soviet 
Initiatives and the EEC-N

ine

’s Response

” in U
lrich Krotz, Kiran K. Patel and Federico Rom

ero （eds.

）, Europe

’s Cold W
ar Re-

lations: The EC toward a G
lobal Role 

（London: Bloom
sbury, 2020

）, pp. 27 -48; Angela Rom
ano, 

“Untying Cold W
ar Knots: 

The EEC and Eastern Europe in the Long 1970s,

” Cold W
ar H

istory, 14 : 2 （2014

）, pp. 153 -173; Takeshi Yam
am

oto, 

“Détente 
or Integration?: EC Response to Soviet Policy Change tow

ards the Com
m
on M

arket, 1970 -75,

” Cold W
ar H

istory, 7 : 1 （2007

）, 
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pp. 75 -94

な
ど
を
参
照
。

（
4
）  

史
料
的
制
約
の
た
め
そ
の
実
証
性
は
限
定
的
で
あ
る
が
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
関
係
に
関
す
る
同
時
代
的
分
析
と
し
て
、

例
え
ば
以
下
の
研
究
な
ど
を
参
照
。Robert M

. Cutler, 

“Harm
onizing EEC-CM

EA Relations: N
ever the Tw

ain Shall M
eet?

” Inter-
national A

ffairs （Royal Institute of International Affairs

）, 63 : 2 （Spring, 1987

）, pp. 259 -270; John M
aslen, 

“A Turning Point: 
Past and Future of the European Com

m
unity

’s Relations w
ith Eastern Europe,

” Rivista di Studi Politici Internazionali, 55 : 4 
（1988
）, pp. 557 -586; John M

aslen, 

“The European Com
m
unity

’s Relations w
ith the State-trading Countries of Europe 1984 -

1986,

” Yearbook of European Law （1986

）, pp. 335 -356; Sophie Verny, 

“The EEC and CM
EA: The Problem

 of M
utual Recog-

nition,

” Soviet and Eastern European Foreign Trade, 24 : 2 

（1988

）, pp. 6 -25. 

ま
た
、
一
次
史
料
に
依
拠
し
た
分
析
と
は
な
っ
て
い
な

い
も
の
の
、
カ
レ
ン
・
ス
ミ
ス
の
研
究
が
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
Ｅ
Ｃ
・
コ
メ
コ
ン
関
係
の
大
ま
か
な
展
開
を
整
理
し
て
い
る
。Karen 

E. Sm
ith, The M

aking of EU
 Foreign Policy: The Case of Eastern Europe 

（2nd edition

） （Basingstoke, H
am

pshire: Palgrave 
M

acm
illan, 2004

）, pp. 22 -35.

（
5
）  

例
え
ば
、
マ
リ
ア
・
エ
レ
オ
ノ
ー
ラ
・
グ
ア
ス
コ
ー
ニ
の
研
究
は
、
イ
タ
リ
ア
の
一
次
史
料
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
単
一
欧
州
議
定
書
や
欧
州

政
治
協
力
と
い
っ
た
欧
州
統
合
の
進
展
が
、
ソ
連
と
東
欧
諸
国
に
与
え
た
影
響
を
包
括
的
に
分
析
し
て
い
る
。M

aria Eleonora G
uasconi, 

“The Single European Act, European Political Cooperation, and the End of the Cold W
ar

” in Bernhard Blum
enau, Jussi M

. 
H
anhim

äki and Barbara Zanchetta （eds.
）, N

ew Perspectives on the End of the Cold W
ar: U

nexpected Transform
ations? （London: 

Routledge, 2018

）, pp187 -199. 

ま
た
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
ア
タ
ナ
ソ
プ
ロ
ー
・
ケ
ッ
ピ
ン
グ
の
研
究
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
欧
州
議

会
の
役
割
に
着
目
し
、
そ
の
東
西
関
係
の
改
善
に
果
た
し
た
役
割
を
解
明
し
て
い
る
。Alexandra Athanasopoulou Köpping, 

“Mediating 
in the Cold W

ar: H
ow

 the Socialist G
roup of M

EPs Becam
e a D

river of Brussels-M
oscow

 Rapprochem
ent

” in M
atthew

 Broad 
and Suvi Kansikas （eds.

）, European Integration Beyond Brussels: U
nity in East and W

est Europe since 1945 （London: Palgrave 
M

acm
illan, 2020

）, pp. 71 -92.

（
6
）  

ソ
連
と
東
ド
イ
ツ
の
一
次
史
料
を
中
心
的
に
用
い
る
こ
と
で
、
コ
メ
コ
ン
が
解
体
へ
と
至
る
過
程
に
お
け
る
加
盟
国
間
交
渉
を
包
括
的
に
解
明

し
た
研
究
と
し
て
、
以
下
を
参
照
。
藤
澤
潤
「
ソ
連
の
コ
メ
コ
ン
改
革
構
想
と
そ
の
挫
折
：
一
九
九
〇
―
九
一
年
の
域
内
交
渉
過
程
を
中
心
に
」

『
史
学
雑
誌
』
第
一
三
〇
巻
第
一
号
（
二
〇
二
一
年
）、
一
―
三
五
頁
。
ま
た
、
東
欧
で
の
共
産
主
義
体
制
の
崩
壊
に
伴
い
、
例
外
的
に
早
期
に
機

密
解
除
が
行
わ
れ
た
ソ
連
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
一
次
史
料
を
活
用
し
、
主
に
一
九
八
九
年
ま
で
の
ソ
連
・
東
欧
関
係
を
分
析
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し
た
研
究
と
し
て
、Randall Stone, Satellites and Com

m
issars: Strategy and Conflict in the Politics of Soviet-Bloc Trade （Princeton, 

N. J.: Princeton U
niversity Press, 1996

） 

が
あ
る
。

（
7
）  

Ｅ
Ｃ
が
域
外
の
非
加
盟
国
と
協
定
を
結
ぶ
場
合
、
常
に
そ
の
適
用
の
地
理
的
範
囲
に
関
す
る
「
領
土
条
項
」
が
文
言
に
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の

条
項
は
、
Ｅ
Ｃ
に
対
す
る
非
承
認
政
策
を
貫
く
ソ
連
や
東
欧
諸
国
と
交
渉
を
行
う
際
に
、
他
の
地
域
と
の
交
渉
と
は
異
な
り
、
西
ベ
ル
リ
ン
の
取

り
扱
い
に
関
す
る
議
論
へ
と
自
動
的
に
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。M
aslen, 

“A Turning Point,

” pp. 562 -563; Rom
ano, 

“Untying Cold 
W

ar Knots,

” pp. 168 -170.

（
8
）  

“Rech
’ tovarishcha L. I. Brezhneva,

” Pravda, 21 M
arch 1972, p. 2.

（
9
）  

ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
と
モ
ス
ク
ワ
条
約
批
准
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。M

ueller, 

“Recognition in Return for 
D
étente?,

” pp. 89 -93; Yam
am

oto, 

“Détente or Integration?,

” p. 78.

（
10
）  Rom

ano, 

“Untying Cold W
ar Knots,

” pp. 160 -162.

（
11
）  Ibid., p. 162; Rom

ano, 
“Shaping Pan-European Cooperation in the 1970s

” in Krotz et al. （eds.

）, Europe

’s Cold W
ar Relations, 

p. 33.

（
12
）  Suvi Kansikas, 

“Room
 to M

anoeuvre?: N
ational Interests and Coalition-Building in the CM

EA
, 1969 -74

” in Sari Autio- 
Sarasm

o and Katalin M
iklossy （eds.
）, Reassessing Cold W

ar Europe （N
ew

 York: Routledge, 2011

）, p. 205.

（
13
）  Rom

ano, 

“Shaping Pan-European Cooperation in the 1970s 

” in Krotz et al. （eds.

）, Europe

’s Cold W
ar Relations, pp. 33 -34.

（
14
）  Rom

ano, 

“Untying Cold W
ar Knots,

” pp. 163 -164.

（
15
）  

こ
の
動
き
は
ソ
連
も
例
外
で
は
な
く
、
実
際
に
一
九
七
六
年
に
は
、
漁
業
水
域
に
関
す
る
ソ
連
・
Ｅ
Ｃ
間
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、

ソ
連
が
依
然
と
し
て
Ｅ
Ｃ
を
承
認
し
な
い
方
針
を
貫
い
た
こ
と
か
ら
、
交
渉
は
一
九
七
七
年
九
月
に
中
断
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
、Sm

ith, The 
M

aking of EU
 Foreign Policy, pp. 28 -29

を
参
照
。

（
16
）  Rom

ano, 

“Untying Cold W
ar Knots,

” pp. 164 -165.

（
17
）  

一
九
六
二
年
、
当
時
の
ソ
連
の
指
導
者
ニ
キ
ー
タ
・
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
（N

ikita Khrushchev

）
は
、
拘
束
力
を
有
す
る
超
国
家
的
組
織
へ
と

コ
メ
コ
ン
を
変
革
す
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
コ
メ
コ
ン
加
盟
国
か
ら
強
固
な
反
対
を
受
け
、
実
現
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。Kazim

ierz G
rzybow

ski, 

“The Council for M
utual Econom

ic Assistance and the European Com
m
unity,

” The A
m
erican 

Journal of International Law, 84 : 1 （1990

）, pp. 287 -288.
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（
18
）  Rom

ano, 

“Untying Cold W
ar Knots,

” pp. 168 -170.

（
19
）  Sm

ith, The M
aking of EU

 Foreign Policy, pp. 31 -32.
（
20
）  

“Doklad na plenum
e TsK KPSS, 23 aprelia 1985 goda,

” in M
ikhail G

orbachev, Sobranie sochinenii, vol. 2 

（M
oscow

: Ves

’ 
m
ir, 2008

）, pp. 207 -211.
（
21
）  M

ark Kram
er, 

“The D
em

ise of the Soviet Bloc,

” Europe-A
sia Studies, 63 : 9 （2011

）, p. 1538.

（
22
）  Angela Rom

ano, 

“The EC and the Socialist W
orld: The Ascent of a Key Player in Cold W

ar Europe

” in Krotz et al. 

（eds.

）, 
Europe

’s Cold W
ar Relations, pp. 61 -62.

（
23
）  M

oscow
 to FCO, 30 M

ay 1985, FCO
 98/2417, The N

ational Archives of the U
nited Kingdom

 （hereafter TN
A

）; M
em

orandum
 

by the European Com
m
unity D

epartm
ent, 

“EC Affairs: Soviet U
nion/Tw

elve Political Contacts,

” 4 July 1986, FCO
 98/2631, 

TN
A.

（
24
）  

一
九
八
五
年
当
時
、
輪
番
制
で
開
催
さ
れ
る
コ
メ
コ
ン
総
会
の
開
催
国
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
。

（
25
）  M

oscow
 to FCO, 11 June 1985, FCO

 98/2417, TN
A.

（
26
）  Sychev

’s Letter to D
elors, 14 June 1985, FCO

 28/7209, TN
A.

（
27
）  U

KREP Brussels to FCO, 17 June 1985, FCO
 28/7209, TN

A.

（
28
）  

“Internatsionalizm
 v deystvii,

” Pravda, 15 June 1985, p. 4.

（
29
）  M

em
orandum

 by the European Com
m
unity D

epartm
ent, 

“EC Affairs: Soviet U
nion/Tw

elve Political Contacts,

” 4 July 1986, 
FCO

 98/2631, TN
A.

（
30
）  D

e Clercq

’s Letter to Sychev, 29 July 1985, FCO
 98/2418, TN

A.

（
31
）  Sychev

’s Letter to D
e Clercq, 26 Septem

ber 1985, FCO
 28/7209, TN

A.

（
32
）  Ibid.

（
33
）  

“Rech

’ na vstreche s parlam
entariiam

i Frantsii 3 oktiabria 1985 goda,

” in M
ikhail G

orbachev, Sobranie sochinenii, vol. 3 

（M
oscow

: Ves

’ mir, 2008

）, pp. 29 -30.

（
34
）  

“Politbiuro, 26 noiabria 1985 goda

” in A. Chernyaev, V. M
edvedev and A. Veber （eds.

）, V Politbiuro TsK KPSS. Po zapisiam
 

A
natoliia Cherniaeva, Vadim

a M
edvedeva, G

eorgiia Shakhnazarova, 1985 -1991 

（Izdanie 2 -e

） （M
oscow

: G
orbachev Fond, 



EC・コメコン共同宣言をめぐる東西交渉、一九八五 ― 一九八八年

287

2008

）, pp. 17 -18.

（
35
）  Svetlana Savranskaya, 

“The Logic of 1989: The Soviet Peaceful W
ithdraw

al from
 Eastern Europe

” in Svetlana Savranskaya, 
Thom

as S. Blanton and V
ladislav Zubok （eds.

）, M
asterpieces of H

istory: The Peaceful End of the Cold W
ar in Eastern Europe, 

1989 （Budapest: Central European U
niversity Press, 2010

）, p. 14.
（
36
）  John Van O

udenaren, D
étente in Europe: The Soviet U

nion and the W
est since 1953 

（D
urham

: D
uke U

niversity Press, 
1991

）, pp. 136 -138.

（
37
）  

“Rapport sur le voyage effectué par une délégation du com
ité directeur du groupe Socialiste du Parlem

ent européen à 
M

oscou et à Leningrad, du 16 au 23 D
écem

bre 1985,

” 24 January 1986, PF -21, H
istorical Archives of the European U

nion 

（hereafter H
AEU

）.

（
38
）  

堀
田
主
「「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
の
成
立

―
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
、
一
九
八
四
―
一
九
八
七
年
」

『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
三
四
号
（
二
〇
二
二
年
）、
三
一
六
―
三
一
八
頁
。

（
39
）  Köpping, 

“Mediating in the Cold W
ar,

” p. 82.

（
40
）  D

e Clercq

’s Letter to Sychev, 30 January 1986, FCO
 98/2627, TN

A.

（
41
）  D

e Clercq

’s Letter to Shevardnadze, 30 January 1986, FCO
 98/2627, TN

A.

（
42
）  U

KREP Brussels to FCO, 9 January 1986, FCO
 98/2627, TN

A.

（
43
）  Robert Service, The End of the Cold W

ar: 1985 -1991 

（London: M
acm

illan, 2015

）, p. 179; V
ladislav M

. Zubok, A
 Failed 

Em
pire: The Soviet U

nion in the Cold W
ar from

 Stalin to G
orbachev, （Chapel H

ill: U
niversity of N

orth Carolina Press, 2007

）, 
pp. 285 -286.

（
44
）  

“Na zasedanii Politbiuro TsK KPSS, 27 m
arta 1986 goda

” in A
leksandr G

alkin and A
natoly Chernyaev 

（eds.

）, M
ikhail  

G
orbachev i germ

anskii vopros. Sbornik dokum
entov. 1986 -1991 （M

oscow
: Ves

’ Mir, 2006

）, pp. 3 -4.

（
45
）  Sychev

’s Letter to D
e Clercq, 17 April 1986, FCO

 98/2628, TN
A.

（
46
）  Shevardnadze

’s Letter to D
e Clercq, 22 M

ay 1986, FCO
 98/2628, TN

A.

（
47
）  U

KREP Brussels to FCO, 29 M
ay 1986, FCO

 98/2629, TN
A.

（
48
）  

“Vystuplenie M
. S. G

orbacheva v M
ID

 SSSR, 23 m
aia 1986 g.

” in Vestnik M
inisterstva inostrannykh del SSSR, N

o. 1 

（5  
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avgusta 1987 g.

）, p. 6

（
49
）  

“Notes of CC CPSU
 Politburo Session, 13 June 1986

” in Savranskaya et al. （eds.

）, M
asterpieces of H

istory, pp. 226 -229.

一

九
八
六
年
六
月
一
三
日
の
政
治
局
会
議
の
記
録
は
、
モ
ス
ク
ワ
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
財
団
が
公
刊
し
て
い
る
史
料
集
に
お
い
て
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
公
刊
に
際
し
て
若
干
の
省
略
が
加
え
ら
れ
て
い
る
関
係
で
、
一
部
内
容
に
相
違
が
あ
る
。
本
稿
は
基
本
的
に
ロ
シ
ア
語
の
原
文
を
参
照

し
て
い
る
が
、
以
上
の
理
由
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
米
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
っ
て
英
語
で
出
版
さ
れ
た
史
料

集
を
活
用
し
た
。
な
お
、
当
該
日
時
の
政
治
局
会
議
に
関
す
る
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